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1. 事業概要 

 

1.1. 事業の趣旨・目的 

 九州では地理的優位性を活かし「アジアのゲートウェイとして持続的な発展を目指す」

ための地方成長産業戦略をとりまとめており、「先端技術・ビッグデータ」の活用や「次

世代自動車」「医療・福祉機器・サービス」などが挙げられている。鹿児島県や宮崎県は

IT、熊本県は自動車産業に注力しているほか、九州全体で介護・ヘルスケア産業の振興を

図ろうとしている。 

今後も九州で継続的に当該産業が発展していくためには、IT エンジニアや自動車整備士、

介護士といった人材が不可欠だが、日本全体でこのような人材が不足している現状がある。

これに対し、これらの分野は留学生に人気があり、専門学校による受け入れと教育が進ん

でおり、多くの元留学生が既に地域の企業や産業に貢献している実績もある。 

今後、九州の産業人材ニーズに応えるために、専門学校は留学生への教育にも注力し、

質の高い教育と就職支援を提供することが重要であり、そのための仕組みを構築する必要

がある。 

この事業では、九州の IT・情報分野、自動車整備分野、介護分野の専門学校で留学生を

「入学前」「在学中」「就職・定着」の各段階で支援する体制を産学官の連携により構築し、

ベトナム、ネパール、インドをターゲット国として支援体制のモデル化を目指す。 

 

1.2. 事業背景 

1.2.1. 九州における行政の方針と地域の産業 

 九州・沖縄地域の知事と経営者による九州・沖縄地方産業競争力協議会は令和 3 年 3 月、

地理的なアドバンテージを活かし「アジアのゲートウェイとして持続的な発展を目指す」

ための地方成長産業戦略を取りまとめた。その中では、「先端技術・ビッグデータ」の活

用や「次世代自動車」「医療・福祉機器・サービス」などが挙げられている。 

 

(1)  鹿児島県・宮崎県における IT産業 

 近年、様々な地方自治体が新たな産業として ITの振興に注力する例が増加している。鹿

児島県は、平成 29年に施行された「地域未来投資促進法」において、重点的に取り組む地

域経済牽引分野に情報通信関連産業（≒IT 産業）を選定した。また、情報通信関連業種の

立地・移転への補助金も充実させ、IT系企業の誘致を進めているほか、IT関連のスタート

アップ支援にも取り組んでいる。さらに、肝付町の国内初の自治体主導によるスマート畜

産や東町の ICT を活用したブリの養殖管理等、県の主要産業にも IT を活用した技術革新

が進んでいる。 

 同様に、宮崎県でも IT 企業の誘致が盛んで、宮崎市における GMO インターネットグ

ループのサテライトオフィスの開業、日南市の油津商店街における 10 社以上の IT 企業進
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出等が例として挙げられる。また、2007 年に宮崎市に設立された IT ベンチャー企業株式

会社アタラナ（2020 年株式会社 ZOZO に吸収合併）の出身者が次々と IT ベンチャー企業

を宮崎県内に設立し、「アタラナマフィア」として紹介されるなど、魅力のある IT 系企業

が続々と誕生している。さらに、鹿児島県・宮崎県はニアショア開発の拠点としても注目

されており、多数の企業やオフィスが進出している。。 

 

(2)  熊本県における自動車産業 

 自動車産業は我が国の主要産業のひとつである。特に九州は「カーアイランド」とも呼

ばれており、特に熊本県には数多くの自動車関連産業が立地している。また、先進的な自

動車の実証実験や導入にも熱心である。 

 熊本市は令和元年度に内閣府から「SDGs 未来都市」として選定されおり、電気自動車

や EV バスの電力供給に係る官民連携、EV バスの運行による電力を中核としたライフラ

インの強靭化など、EV 車を通じた社会変革に取り組んでいる。また、県南部の芦北町に

おける道の駅を拠点とした自動運転技術の実証実験が実施されたほか、今後も熊本市、JR

九州、住友商事の三社連携による自動運転技術の実証実験が予定されている。 

 

(3)  九州における介護・ヘルスケア産業 

  高齢化は日本全国での課題であるが、九州経済産業局『九州地域における次世代ヘルス

ケア戦略に関する調査報告書』（2018 年 3⽉）によれば、九州では医療・介護需要のピー

クが 2025 年に到来する。全国平均は 2042 年であり、九州は日本で最も早いと予想されて

いる。 

 2018 年度には「九州地域における次世代ヘルスケア戦略に関する研究会」を設置し、

AI・IoT を活用して介護などのヘルスケア分野に技術革新を起こし、「健康寿命の延伸」、

ひいては世界に先駆けた「生涯現役社会」の実現に向けて取り組んでいる。 

 

図表 1 九州における地域の重要な産業 
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1.2.2. 九州における人材不足 

 今後も九州で継続的に IT 産業や自動車産業、介護・ヘルスケア産業が発展していくため

には、IT エンジニアや自動車整備士、介護士といった当該産業に携わる人材が不可欠であ

る。特に、Society5.0 の到来や SDGs にもとづく持続可能な社会の実現に向けて、AI・

IoT・ビッグデータといった先端技術を扱うことができる IT 人材や EV 車・自動運転車に

といった次世代のモビリティに対応できる整備士、次世代ヘルスケアを支える介護士の需

要はますます増加することが予想されている。 

 しかし、2016 年の経済産業省の試算によると日本は 2030 年時点で最大約 79 万人の IT

人材不足に直面する恐れがある。また、同省の 2019 年の試算によれば、「AI やビッグデー

タ、IoT 等、第 4 次産業革命に対応した新しいビジネスの担い手として、付加価値の創出

や革新的な効率化等により生産性向上等に寄与できる IT 人材」と定義された「先端 IT 人

材」も 55 万人不足する見込みであるという。 

 自動車整備要員数は、日本全体で見ると 2013 年度から 2023 年度の 10 年間で 11,955 人

も減少している状態である。また、2022 年には有効求人倍率が 5.02 となっており人手不

足が深刻になっている。さらに、平均年齢が 47.2 歳となっており高齢化も進んでいる。 

 介護士の不足に関しては厚生労働省『第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要

数について』によれば、ピークは 2025 年度の約 5 万人の不足となっているが、ピーク後

の 2040 年度においても毎年 3 万人程度の不足になるという。 

 さらに、九州経済調査協会がまとめた 2024 年版九州経済白書によると、九州の人手不

足数は 2022 年の 16 万 6 千人から 2030 年は約 3 倍の 49 万 5 千人に急増するとみられる。

九州では人口の減少や首都圏等の大都市への人材流出といった問題を常に抱えており、人

材の養成・獲得と定着が喫緊の課題となっている。 

 

図表 2 企業マネジメント DX を推進するバックオフィス人材に必要なスキル 
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1.2.3. 九州における留学生への期待 

 人手不足が深刻な状況の中で、九州・沖縄地方産業競争力協議会は、様々な分野の課題

を解決するための横断的取り組みとして「グローバル人材の確保・育成」を挙げており、

自治体と企業の連携による留学生の域内企業への就職などが期待されている。特に IT・情

報分野や自動車整備分野、介護分野は留学生に比較的人気が高く、専門学校における受け

入れが進んでいる。また、専門学校は県内就職率が高く、既に多くの元留学生が外国人材

として地域の企業や産業に貢献している実績がある。 

 しかし、近年はコロナ禍により専門学校における留学生の受け入れは大きな影響を受け

た。日本学生支援機構の調査によれば、専門学校＝専修学校（専門課程）に在籍する留学

生は大きく減少している。これは、主要な進学元である日本語教育機関の在学生が大きく

減っていたことも影響しており、日本語教育機関の在籍者数が現在大きく増加しているこ

とから、今後 2 年程度で国内全体の専門学校の留学生数は上昇すると予想される。一方で、

全教育機関における熊本県・宮崎県・鹿児島県の留学生はここ数年微増または微減となっ

ている。したがって、九州内の専門学校において今後数年で留学生が増加し、最大数を記

録したコロナ禍前の水準に戻ると単純に予想することはできない。 

 今後も九州において業界の人材ニーズに応えるため、専門学校は日本人だけでなく留学

生への教育に注力する必要がある。そして、留学生に対してより質の良い教育を提供し就

職の支援をしていくためには、留学生に来日前後で一貫した教育内容を提供する体制や国

内の企業・団体との連携による就職と定着の仕組みを構築することが重要となる。 

 

 

1.3.  今年度事業の取組概要 

 今年度事業では、「会議」、「調査」、「体制整備【①入学前の留学希望者等に対する取り

組み】」、「体制整備【②在学中の教育指導に関する取り組み】」を実施した。 

 

1.3.1. 会議の開催実績 

(1)  実施委員会 

 第 1 回実施委員会は、令和 6 年 10 月 29 日（火）に開催した。議事内容は以下の通りで

ある。 

 １．委員長挨拶 

 ２．委員紹介 

 ３．本事業の計画 

 ４．意見交換 

 ５．その他、事務局からの連絡 

 今年度の事業計画を説明し、了承をいただいた。 
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第 2 回実施委員会は、令和 7 年 1 月 14日（火）に開催した。議事内容は以下の通りであ

る。 

 １．委員長挨拶 

 ２．委員紹介 

 ３．調査に関する検討と報告 

 ４．SNS 及びキャリア学習実証の中間報告 

 ５．意見交換 

 ６．その他、事務局からの連絡 

 今年度の調査、SNS 運用、キャリア学習教材の実証について中間報告を行い、教材等の

開発方針や実証の実施方針について説明し、了承をいただいた。 

 

第 3 回実施委員会は、令和 7 年 2 月 19日（水）に開催した。議事内容は以下の通りであ

る。 

 １．委員長挨拶 

 ２．今年度成果報告 

 ３．意見交換 

 ４．その他、事務局からの連絡 

 今年度の成果について報告を行い、次年度の計画について説明し、了承をいただいた。 

 

(2)  IT分科会 

 第 1 回 IT 分科会は、令和 6 年 11 月 7 日（木）に開催した。議事内容は以下の通りであ

る。 

 １．事業概要確認 

 ２．専門学校対象アンケートについて 

 ３．企業対象ヒアリングについて 

 ４．キャリア教育について 

 今年度の IT・情報分野に関わる取り組み内容を把握し、アンケート・ヒアリング項目の

検討やキャリア教育の現状について確認した。 

 

第 2 回 IT 分科会は、令和 7 年 2 月 19 日（木）に開催した。議事内容は以下の通りであ

る。 

 １．アンケート結果確認 

 ２．IT キャリア教材実証について 

 ３．次年度の取り組みについて 

 今年度の IT・情報分野における成果の確認をするとともに、次年度の計画に向けて取り

組み内容を検討した。 



10 

 

 

(3)  自動車整備分科会 

 第 1 回自動車整備分科会は、令和 6 年 11 月 28 日（木）に開催した。議事内容は以下の

通りである。 

 １．事業概要確認 

 ２．専門学校対象アンケートについて 

 今年度の自動車整備分野に関わる取り組み内容を把握し、アンケート項目を検討した。 

 

 第 2 回自動車整備分科会は、令和 7 年 2 月 13日（木）に開催した。議事内容は以下の通

りである。 

 １．企業対象ヒアリング調査について 

 ２．専門学校対象アンケートについて 

 ３．次年度の取り組みについて 

 今年度の自動車整備分野に関わる調査の結果を概観し、次年度の計画に向けて取り組み

内容を検討した。 

 

(4)  介護分科会 

第 1 回介護分科会は、令和 6 年 11 月 12 日（火）に開催した。議事内容は以下の通りで

ある。 

 １．事業概要確認 

 ２．現状とニーズの整理 

 今年度の介護分野に関わる取り組み内容を把握し、事業に関わる開発内容のニーズにつ

いて検討した。 

 

第 2 回介護分科会は、令和 6 年 12 月 23 日（月）に開催した。議事内容は以下の通りで

ある。 

 １．アンケート項目について 

 ２．キャリア教育について 

 介護分野の専門学校へのアンケート項目の検討や介護キャリア教育の現状について確認

した。 

 

 第 3 回実施委員会は、令和 7 年 2 月 6 日（木）に開催した。議事内容は以下の通りで

ある。 

 １．留学生インタビューについて 

 ２．キャリア学習教材試作について 

 介護分野留学生インタビュー実施に関する確認や介護キャリア学習教材試作の内容の
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チェックと活用方針について検討した。 

 

1.3.2. 調査実績 

(1)  専門学校アンケート調査 

IT・情報、自動車整備、介護系学科を持つ専門学校に対して留学生教育内容に関する調

査を行うことで、留学生支援体制を構築する際の参考情報を収集することを目的として、

日本全国の IT・情報、自動車整備、介護系学科を持つ専門学校のべ 600 校程度にアンケー

トを発送し、回答を集めた。 

 

(2)  企業対象ヒアリング調査 

IT・情報通信系企業・団体や自動車整備工場・自動車系企業、介護事業者等に対して、

外国人材の雇用実態等に関する調査を行うことで、留学生の学習支援・就職支援を検討す

る際の基礎資料を収集すると共に、事業活動の周知と事業活動への協力可能性を把握する

ことを目的として、ヒアリング調査を 3 分野合計で 20 件行った。 

 

(3)  就職・定着に向けた取り組み事例調査 

留学生の就職や地域定着に向けた官民の様々な取り組みの事例を調査することで、留学

生の就職や日本および九州地域での定着を促進するための取り組みを行う際の参考資料を

収集することを目的として、日本国内の事例を 30 件収集した。 

 

1.3.3. 体制整備【①入学前の留学希望者等に対する取り組み】 

(1)  多言語パンフレットの制作 

本事業に参画する専門学校のパンフレットを英語とベトナム語に翻訳した。また、同内

容のウェブ版も制作した。 

 

(2)  留学生インタビュー動画の制作 

 現役の専門学校留学生に対して、実際の留学生活に関するインタビューを日本語と母語

（または母国語）行い、動画コンテンツ化した。 

 

(3)  海外日本語教育機関との連携 

 上記のパンフレットや動画を連携・協力関係のある海外日本語教育機関において活用し

た。 

 

(4)  SNSの運用 

 Facebookを活用して、事業参画校の情報を翻訳して投稿したり、日本文化・社会の情報、

ニュースなどを発信したりした。また、TikTok のテスト運用を開始した。 
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1.3.4. 体制整備【②在学中の教育指導に関する取り組み】 

(1)  キャリア学習教材の改訂・試作 

IT キャリア教材と自動車整備キャリア教材の改訂、介護キャリア教材の試作を実施した。 
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2. 調査報告 

 本事業では、IT・情報、自動車整備、介護系学科を持つ専門学校に対して留学生教育内

容に関する調査を行う「専門学校アンケート調査」、IT・情報通信系企業・団体や自動車

整備工場・自動車系企業、介護事業者等に対して外国人材の雇用実態等に関する調査を行

う「企業対象ヒアリング調査」、留学生の就職や地域定着に向けた官民の様々な取り組み

の事例を調査する「就職・定着に向けた取り組み事例調査」の 3 種類の調査を実施した。 

 

2.1. 専門学校アンケート調査 

 

2.1.1. 調査概要 

(1)  調査目的 

IT・情報、自動車整備、介護系学科を持つ専門学校に対して留学生教育内容に関する調

査を行うことで、留学生支援体制を構築する際の参考情報を収集することを目的とした。 

 

(2)  調査対象 

 日本全国の IT・情報、自動車整備、介護系学科を持つ専門学校のリストを作成し、のべ

約 600 校にアンケートを発送した。その結果、IT・情報分野の学科を持つ専門学校 64 校

（回答率 21.5%）、自動車整備系学科を持つ専門学校 41校（回答率 50.0%）、介護系学科を

持つ学校 68 校（回答率 24.4%）から回答を得た。 

 

(3)  調査手法 

 留学生の受け入れ状況、留学生への教育内容、留学生への生活支援体制、留学生の就職

状況と傾向、現在の課題などの質問項目を設定したアンケート質問票を作成して、印刷し

た質問票とオンラインアンケートフォームのURLと QR コードを記載した依頼状と同封し

発送した。回答はオンラインアンケートフォームを基本としたが、学校からの要望があれ

ば FAXやメールでの回答も受け付けた。そして、IT・情報、自動車整備、介護の分野ごと

に調査結果の集計を行った。 
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2.1.2. 調査結果（IT・情報分野の学科を持つ専門学校） 

 

1. 留学生の受入について 

(1) 御校では留学生の受け入れを行っていますか。当てはまる選択肢を 1 つ選んでくださ

い。 

 

 

(2) 御校はどのような学科で留学生受け入れを行っていますか。当てはまる選択肢を１つ

選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記入ください。 
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(3) 御校に現在（令和 6年度）在籍している留学生の出身国として当てはまる選択肢をす

べて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記入ください。 

 

その他：モンゴル(26.1%)、ロシア(13%)、インド(10.9%)、タイ・アメリカ(8.7%)など 

ウクライナ、西欧や南米からも少数 

 

(4) 留学生の募集にあたり御校ではどのような取り組みを行っていますか。特に力を入れ

ている取り組みを 3つまで選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的

にご記入ください。 
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(5) 御校の留学生の入学資格として、どの程度の日本語能力を基準としていますか。日本

語能力試験（JLPT）のレベルを具体的にご記入ください。 

 

 

(6) 御校では、入学資格として日本語能力試験（JLPT）以外にどのような基準を採用して

いますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合に

は、具体的にご記入ください。 

 

 その他：・外国において通常課程による 12年間以上の学校教育を受けたもの  

・在籍中に必要となるすべての経費支払い能力がある者 等 

・1年以上の日本語教育を修了 

・特になし。 
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・資格としては求めておりませんが、入学試験時に本校の筆記試験等を行い合

否を決めています。 

・本校独自の日本語試験及び作文 

・JPT、JTEST 

・入試での日本語試験・作文・面接 

・日本国内の日本語教育機関で出席時間率が 90％程度である。 

・本校の入学試験（面接、筆記、作文）、および出席率 

 

 

(7) 御校で留学生教育を行う中で、日本人学生と比較して、留学生全般にどのような特性

があると感じますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。 

①学習へのモチベーション 
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②基礎学力 

 
 

③専門知識・技術の習得 
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④自身のキャリアに対する意識 

 

 

 ⑤就職に苦労する学生 
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(8) 御校が留学生を受け入れるにあたり、生活面でどのような支援を行っていますか。当

てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的に

ご記入ください。 

 

 その他：特になし 

 

2. 留学生への教育内容について 

(9) 御校で専門課程のカリキュラム内でどのような日本語教育を行っていますか。当ては

まる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記

入ください。 

 

 その他：・発話が弱い学生向けの日本語 

・特に行っていない, 特には行っていないが、N3の学生には N2対策を個人個

人で行っている 
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・留学生クラスがありますので、そちらの留学生と一緒に日本語の試験対策を

行います 

 

 

(10)  御校では IT・情報系分野の専門科目や日本語教育の他にどのような教育を行って

いますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合に

は、具体的にご記入ください。 

 

その他：・商業実務関連 

    ・アントレプレナーシップ 
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(11)  御校のカリキュラムでは、留学生がどのような資格の合格を目指していますか。

当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的

にご記入ください。 

 

 その他：MOS、G検定、B検定など 

 

(12)  御校では現在（令和 6 年度）留学生にどのようなプログラミング言語を学ばせて

いますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合に

は、具体的にご記入ください。 

 

 その他：SQL  
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3. 留学生の就職について 

(13)  留学生に対する日本での就職の支援として、御校ではどのような取り組みを行っ

ていますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合

には、具体的にご記入ください。 

 

 その他：・ハローワークとの連携 

     ・JLPT受験対策、就職面接対策、個別相談 

     ・業界説明会、模擬面接、各種試験対策、履歴書・ES添削、校内入社試験等 

     ・就職サポータセンターや担任を通じて留学生受け入れ可の企業の紹介 

     ・求人紹介 

     ・学校求人紹介 

     ・企業説明会等への教員の帯同 
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(14)  御校の留学生の昨年度の御校所在都道府県内就職率について１つ選んでください。 

 

 

(15)  御校の留学生の昨年度の就職先の実績について、次の選択肢の中から該当するも

のを当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具

体的にご記入ください。 

 

 その他：・昨年度留学生の在籍者や卒業生なし 

     ・特定活動 

     ・帰国 
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4. 留学生教育における課題等について 

(16)  御校の留学生への教育について、課題と感じていることはありますか。次の選択

肢の中から該当するものをすべて選んで、可能な範囲で具体的に課題を記入してくだ

さい。 

 

その他：日本語能力 

 

(17)  企業・団体、産業界との連携について、御校が現在課題と感じていることはあり

ますか。次の選択肢の中から該当するものをすべて選んで、可能な範囲で具体的に課

題を記入してください。 

 

 その他：・特になし 

     ・就職先の確保 

     ・専門の学力が足りないので、連携自体がむつかしい。 
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5. 本事業について 

(18)  当法人は文部科学省委託事業の一環で専門学校や海外の日本語教育機関、企業及

び業界団体等との連携のもと、留学生の募集・教育・生活・就職をトータルパッケー

ジで支援する体制整備の事業を推進しています。本プログラムにご関心はございます

か。次の選択肢の中から該当するものを１つ選んでください。 
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2.1.3. 調査結果（自動車整備分野の学科を持つ専門学校） 

 

1. 留学生の受入について 

(1) 御校では留学生の受け入れを行っていますか。当てはまる選択肢を 1 つ選んでくださ

い。 

 

 

(2) 御校はどのような学科で留学生受け入れを行っていますか。当てはまる選択肢を１つ

選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記入ください。 
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(3) 御校に現在（令和 6年度）在籍している留学生の出身国として当てはまる選択肢をす

べて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記入ください。 

 

その他：モンゴル(17.6%)、インド(14.7%)、パキスタン(11.8%)など 

    他の ASEAN諸国やアフリカからも少数  

 

(4) 留学生の募集にあたり御校ではどのような取り組みを行っていますか。特に力を入れ

ている取り組みを 3つまで選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的

にご記入ください。 
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(5) 御校の留学生の入学資格として、どの程度の日本語能力を基準としていますか。日本

語能力試験（JLPT）のレベルを具体的にご記入ください。 

 

 

(6) 御校では、入学資格として日本語能力試験（JLPT）以外にどのような基準を採用して

いますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合に

は、具体的にご記入ください。 

 

 その他：・適性検査 

・面談による判断 

・N2以外は求めていない 

・面接および日本語試験 

    

    

    

    

     

     

     

                                 

  

               

                        

       

    

    

  

  

     

    

    

     

   

     

     

                                 

   

           

           

                           

           

                           

                          

                 

           



30 

 

・面接での日本語によるコミュニケーション能力、専門教科書の音読 

・筆記試験および面接試験にて判断 

 

(7) 御校で留学生教育を行う中で、日本人学生と比較して、留学生全般にどのような特性

があると感じますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。 

①学習へのモチベーション 
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②基礎学力 

 

 

③専門知識・技術の習得 
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④自身のキャリアに対する意識 

 

 

 ⑤就職に苦労する学生 
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(8) 御校が留学生を受け入れるにあたり、生活面でどのような支援を行っていますか。当

てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的に

ご記入ください。 

 

  

 

2. 留学生への教育内容について 

(9) 御校で専門課程のカリキュラム内でどのような日本語教育を行っていますか。当ては

まる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記

入ください。 

 

 その他：・N3レベルの学生においては個人個人で N2対策 

・留学生のクラスのみ上記授業を行っている 

・国際自動車整備科(3年コース)のみ自動車整備分野に特化した日本語教育 
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(10)  御校では自動車整備系分野の専門科目や日本語教育の他にどのような教育を行っ

ていますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合

には、具体的にご記入ください。 

 

その他：・資格取得 
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(11)  御校のカリキュラムでは、留学生がどのような国家資格の合格を目指しています

か。当てはまる選択肢をすべて選んでください。。 

 

  

 

(12)  御校の昨年度の留学生の国家試験合格率について当てはまる選択肢を１つ選んで

ください。 
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3. 留学生の就職について 

(13)  留学生に対する日本での就職の支援として、御校ではどのような取り組みを行っ

ていますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合

には、具体的にご記入ください。 

 

 その他：・内定先でのインターンシップの実施 

     ・履歴書作成指導、面接指導 
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(14)  御校の留学生の昨年度の御校所在都道府県内就職率について１つ選んでください。 

 

 

(15)  御校の留学生の昨年度の就職先の実績について、次の選択肢の中から該当するも

のを当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具

体的にご記入ください。 

 

 その他：・昨年度留学生の在籍者や卒業生なし 

     ・人材派遣会社 

     ・中古車販売店 
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4. 留学生教育における課題等について 

(16)  御校の留学生への教育について、課題と感じていることはありますか。次の選択

肢の中から該当するものをすべて選んで、可能な範囲で具体的に課題を記入してくだ

さい。 

 

その他：・運転免許取得の苦労 

・学費の支払い 

・語学力 

 

(17)  企業・団体、産業界との連携について、御校が現在課題と感じていることはあり

ますか。次の選択肢の中から該当するものをすべて選んで、可能な範囲で具体的に課

題を記入してください。 

 

 その他：・特になし 
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     ・奨学金制度 

     ・奨学金などのサポート。 

 

5. 本事業について 

(18)  当法人は文部科学省委託事業の一環で専門学校や海外の日本語教育機関、企業及

び業界団体等との連携のもと、留学生の募集・教育・生活・就職をトータルパッケー

ジで支援する体制整備の事業を推進しています。本プログラムにご関心はございます

か。次の選択肢の中から該当するものを１つ選んでください。 
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2.1.4. 調査結果（介護分野の学科を持つ専門学校） 

 

1. 留学生の受入について 

(1) 御校では留学生の受け入れを行っていますか。当てはまる選択肢を 1 つ選んでくださ

い。 

 

 

(2) 御校はどのような学科で留学生受け入れを行っていますか。当てはまる選択肢を１つ

選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記入ください。 
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(3) 御校に現在（令和 6年度）在籍している留学生の出身国として当てはまる選択肢をす

べて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記入ください。 

 

その他：モンゴル(17.6%)、インド(14.7%)、パキスタン(11.8%)など 

    他の ASEAN諸国やアフリカからも少数  

 

(4) 留学生の募集にあたり御校ではどのような取り組みを行っていますか。特に力を入れ

ている取り組みを 3つまで選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的

にご記入ください。 

 

 その他：・オンラインガイダンスの実施 

・人材派遣会社、県介護留学生事業受託団体との協力 
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・留学生の為の学校説明会の実施 

・採用が決定している留学生のみ法人からの相談により受け入れ 

・同法人の日本語科との連携 

・留学生受け入れ施設の拡大 

・エージェントかは分かりませんが、中国の大学と提携しています。 

 

(5) 御校の留学生の入学資格として、どの程度の日本語能力を基準としていますか。日本

語能力試験（JLPT）のレベルを具体的にご記入ください。 
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(6) 御校では、入学資格として日本語能力試験（JLPT）以外にどのような基準を採用して

いますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合に

は、具体的にご記入ください。 

 

 その他：・介護の仕事への理解と意欲 

・当校独自の日本語試験の理解力、面接時の語学理解力・会話力 

・JLPTが基準 

・法務大臣により告示されている日本語教育機関で 1年以上のコースにおい

て、満 1年以上の日本語教育を受けている 

・面接 志望動機 意欲 

・日本語 NAT-TEST, JLPT日本語能力試験、J・TEST実用日本語検定 

・永住者または日本国籍の方から推薦を得られるもの。施設から推薦を得られ

るもの。国内外の高校卒業と同等の資格を持っているもの。 

・外国において学校教育における 12年の課程を修了している 

・J.TEST実用日本語検定 

・出席率 90％以上 経費支払い能力 

・日本語学習機関の教育課程で 60時間以上の学習を修了した者 

・J-test、日本語学力テスト 

・①授業料が払えるか ②Nなしであっても簡単な会話ができるか 
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(7) 御校で留学生教育を行う中で、日本人学生と比較して、留学生全般にどのような特性

があると感じますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。 

①学習へのモチベーション 

 

 

 

②基礎学力 
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③専門知識・技術の習得 

 

 

 

④自身のキャリアに対する意識 
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⑤就職に苦労する学生 

 

 

(8) 御校が留学生を受け入れるにあたり、生活面でどのような支援を行っていますか。当

てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的に

ご記入ください。 

 

  その他：・各種手続き 年金申請等 

・ビザの更新 

・学費を工面する修学資金貸付制度の利用サポート 

・留学生用付帯学総の加入や保険請求代行、介護事業所との連携 

・生活面については採用法人が主に支援を行っている 

・地域・県からの活動紹介及び食料品のご提供 
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・ビザの更新手続き、奨学金の保証人探し、年金関係事務手続き、フードド

ライブの実施、学費の分納 

 

2. 留学生への教育内容について 

(9) 御校で専門課程のカリキュラム内でどのような日本語教育を行っていますか。当ては

まる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具体的にご記

入ください。 

 

 その他：・検討中 

・カリキュラム外に日本語授業を行っている 

・令和７年度から介護分野に特化した日本語教育も開始する 

  

  

   

   

   

  

   

                  

   

        

          

              

       

       



48 

 

(10)  御校では介護系分野の専門科目や日本語教育の他にどのような教育を行っていま

すか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、

具体的にご記入ください。 

 

その他：・キリスト教に関する教育 

・レポートの書き方、プレゼンテーションの仕方 

・情報処理のカリキュラムを取り入れている 

・体育・地域活動実践 

・検討中 

・金融教育（年金の講義）、ネット犯罪について 
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(11)  御校のカリキュラムでは、留学生が「介護福祉士」以外に合格を目指している資

格はありますか。ある場合には、具体的にご記入ください。ない場合には、「特にな

し」とご記入ください。 

 
  

 

(12)  御校の昨年度の留学生の介護福祉士国家試験合格率について当てはまる選択肢を

１つ選んでください。 
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3. 留学生の就職について 

(13)  留学生に対する日本での就職の支援として、御校ではどのような取り組みを行っ

ていますか。当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合

には、具体的にご記入ください。 

 

 その他：・中国留学生はほぼ施設奨学金（プロジェクト）、その他は上記対応 

     ・就職ガイダンスや面接・履歴書指導等を実施 

     ・留学生の受け入れ開始から卒業までの間に、就職先が決まっていない留学生

を対象に、企業説明会を実施します 

     ・介護実習を通し企業へ外国人就労者への理解を図る 

 

(14)  御校の留学生の昨年度の御校所在都道府県内就職率について１つ選んでください。 
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(15)  御校の留学生の昨年度の就職先の実績について、次の選択肢の中から該当するも

のを当てはまる選択肢をすべて選んでください。「その他」を選択する場合には、具

体的にご記入ください。 

 

 その他：・有料老人ホーム 

・介護医療院 

・多機能ホーム 

・サービス付き高齢者住宅 

・ケアハウス 

・看護小規模多機能型居宅介護 

・在籍者や卒業生なし 

・配属先不明  
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4. 留学生教育における課題等について 

(16)  御校の留学生への教育について、課題と感じていることはありますか。次の選択

肢の中から該当するものをすべて選んで、可能な範囲で具体的に課題を記入してくだ

さい。 

 

その他：・学費工面 

・学内での留学生受け入れ体制が明確ではなく、学科の教員の負担が大きい 

・日本語能力 

・小規模校のため、一般学生と留学生が同じカリキュラムで学習し進級試を受

けた際、再試験となってしまう。 

・介護福祉士修学資金貸付制度の保証人問題 

・日本語教育に力を入れるための費用と人材が必要 
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(17)  企業・団体、産業界との連携について、御校が現在課題と感じていることはあり

ますか。次の選択肢の中から該当するものをすべて選んで、可能な範囲で具体的に課

題を記入してください。 

 

 その他：・特になし 

     ・施設奨学金実施先を増やし学生募集に繋げていきたい 

・留学生を受け入れている施設とは定期的に情報交換をしていますのでその点

では問題はありませんが、地域性の特性により留学生受け入れに積極的では

ない施設が多い 

・連携不足 

・留学生を支援する法人（奨学金制度）の増加を期待したい。 

・修学資金の保証人かつ、アルバイト先・就職先になっていただける施設の開

発（特に留学生が自力で通える範囲） 

・卒業後のフォローアップ体制 

・学業とアルバイトの両立が難しい場合がある。 
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5. 本事業について 

(18)  当法人は文部科学省委託事業の一環で専門学校や海外の日本語教育機関、企業及

び業界団体等との連携のもと、留学生の募集・教育・生活・就職をトータルパッケー

ジで支援する体制整備の事業を推進しています。本プログラムにご関心はございます

か。次の選択肢の中から該当するものを１つ選んでください。 
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2.1.5. 調査結果のまとめ 

 

今回実施した専門学校アンケートの調査結果について、調査項目を構成する大項目ごと

に特に注目すべき点のまとめを行う。 

 

1. 留学生の受け入れについて 

この項目では、IT・情報系、自動車整備系、介護系の専門学校における受入状況、留学

生の属性・特徴、留学生への生活支援状況等について尋ねている。 

回答のあった専門学校に関していえば、調査項目（1）の結果より、留学生を受け入れ

ている学校の割合が、自動車整備系の学校が 8 割を超え、他の 2 分野の 7 割台と比べて突

出していた。このことから、自動車整備系の分野は、特に留学生を受け入れることに積極

的であると考えられる。一方、IT・情報系と介護系の両分野でも、留学生の受け入れが比

較的進んでいる傾向がある。しかし、調査項目（2）の結果より、多くの学校が日本人と

同じ学科で留学生を受け入れていて、留学生のみ対象とした学校を設置している学校は少

なかった。中でも、介護系の学校の 9 割以上は、日本人と同じ学科のみを設置している点

が特徴的である。 

 留学生の出身を見ると、調査項目(3)の結果より、それぞれの分野に共通点と相違点が見

られる。共通点としては、3 分野全てでネパールとベトナムの留学生が高い割合を占めて

いることが挙げられる。特に、自動車整備系の分野では、ネパールが 9 割以上、ベトナム

が約 8 割と極端に割合が高い。また、韓国は 3 分野全てで 3 割以下の割合となっており、

他国に比べて割合が低い。一方、相違点としては、自動車整備系の分野ではスリランカが

7 割以上、バングラデシュが約 6 割と高い割合だが、他の 2 分野では割合が低いことが挙

げられる。 

調査項目(4)の結果より、留学生の募集に関しては、3 分野全ての学校で国内の日本語教

育機関との連携が最も割合が高く、オープンキャンパスの割合がこれに続いている。全て

の学校が国内での募集活動に力を入れていることがわかる。一方、3 分野全ての学校で多

言語の情報発信（SNS、WEB サイト、パンフレット）の割合は 10％以下で極端に低い。

これらの情報発信は他の募集活動よりも優先度が低くなっている可能性がある。 

 留学生の入学資格とされる日本語能力の基準として多く挙がったのは、「日本語能力試

験（JLPT）」である。調査項目(5)の結果より、3 分野全てで N2 レベル以上を求める学校

が最も多い。これは、日本人と同じ学校で学ぶ際に必要となる日本語能力の基準として広

く考えられているためである。ただし、N3相当のレベルから留学生を受け入れている学校

も一定数あり、自動車整備系と介護系ではその傾向が顕著である。特に留学生対象の 3 年

生学科の場合、日本語を学習する時間を多くとることができるため、卒業時までにしっか

りとした日本語能力を身につけた人材の養成が可能になっていると考えられる。 

 一方、調査項目(5)の結果より、日本語能力試験以外の入学資格として、3 分野全ての学
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校が、法務大臣により告示されている日本語教育機関で 1 年以上のコースにおいて、満 6

ヶ月以上の日本語教育を受けていることを採用していることがわかる。特に、IT・情報系

と介護系の学校では 7 割以上の学校が採用していて、日本語能力試験よりも重視している

可能性がある。 

 日本人と比較した留学生の特性について「学習へのモチベーション」「基礎学力」「専門

知識・技術の習得」「自身のキャリアに対する意識」「就職に苦労する学生」という 5 つの

観点から尋ねた。調査項目(7)の結果より、3 分野全てにおいて、5 つの観点全てについて

日本人と同等であると考えている学校の割合が高い。ただし、「学習へのモチベーション」

「自身のキャリアに対する意識」は日本人よりも高い留学生が多い傾向がある。一方で、

IT・情報系と自動車整備系では、就職に苦労する留学生が日本人よりも多いと考える学校

が多数で、留学生のモチベーションやキャリアへの意識と現実との間にギャップがあるこ

とが推測される。 

留学生に対する生活支援の面では、調査項目(8)の結果より、3 分野全ての多くの学校で、

「住（寮・外国人入居可の物件等）の紹介」や「生活に関する相談ができる体制（担当者

や部署等）の整備」に関する取り組みが行われている。なお、自動車整備系の分野では、

「生活に関わる資格や免許等（自動車免許等）の取得支援や紹介」の取り組みが 6 割以上

の学校で行われていて、他の 2 分野の 3 倍以上の割合となっている。自動車整備という分

野の特徴から、自動車免許の取得が推奨されていると考えられる。 

 

2. 留学生への教育内容について 

 専門課程のカリキュラム内で行われる日本語教育に関しては、調査項目(9)の結果より、

3 分野全てで「日本語の試験対策教育」と「特に行っていない」の割合がそれぞれ 3～4 割

となっている。就職活動で履歴書に書ける日本語能力試験（JLPT）の取得に力を入れる

学校がある一方で、同試験で既に N2 レベル以上の留学生が多いからか、日本語教育を行

わない学校もある。 

専門科目や日本語教育の他に行われる教育に関しては、調査項目(10)の結果より、各分

野の職業・キャリアに関する教育が多くの学校で行われている。特に、IT・情報系では、

約 8 割の学校が Word、Excel などのオフィスソフトに関する教育を行っているが、これは

オフィスソフトの利用がコーディングなどで必要になるからだと考えられる。 

 留学生にカリキュラムで合格・取得を目指させている資格に関しては、調査項目(11)の

結果より、分野ごとの違いが顕著である。IT・情報系の分野では、約 7 割の学校が「基本

情報技術者試験」の合格を、約 5 割の学校が「IT パスポート」の合格を目指している。自

動車整備系の分野では、仕事において必須となる国家資格の中でも、ほぼすべての学校が

「2級自動車整備士」の合格を目指している。一方、介護系の分野では、5割以上の学校が

「介護福祉士」以外の資格を目指していない。 

 留学生の国家資格合格率は、調査項目(12)の結果より、自動車の学校では 100％が 5 割



57 

 

以上である。一方、介護系の学校では、0～100％がそれぞれ同じくらいの割合で、これは

留学生が介護福祉士になることの難しさを示唆している。IT・情報系の学校では、国家資

格の取得よりも、Python・Java・JavaScript などのプログラミング言語の習得に力を入

れている。 

 

3. 留学生の就職について 

 留学生の就職支援の取り組みとしては、調査項目(13)の結果より、IT・情報系と自動車

整備系の分野で「企業説明会の開催」と「就職活動セミナーの開催」を実施している学校

が多い。一方、介護系の分野では「施設奨学金などの理由により就職先が決まっているた

め実施していない」と回答した学校が 5 割以上あり、これは介護の分野に特有の事情であ

る。 

調査項目(14)の結果は留学生の学校所在都道府県内就職率を表しているが、介護の分野

は 100％が 6 割で突出している。これは、留学生が学校所在都道府県内の施設から奨学金

を受け取る一方で、一定期間働くことを契約する施設奨学金制度が理由である。他の 2 分

野では、卒業後に他都道府県で就職する留学生の割合が高いが、東京や大阪などの大都市

での就職を夢見る留学生が多いのかもしれない。 

昨年度の就職実績に関して、調査項目(15)の結果より、自動車整備系の学校の卒業生は

ディーラー系企業への就職が 9 割以上、介護系の学校の卒業生は特別養護老人ホームや介

護老人保健施設への就職が 6～7 割台である。一方、IT・情報系の学校の卒業生は、非 IT

系企業の非 IT 部門への就職が IT 系企業への就職に次いで多いので、就職の際に選択肢に

入る企業の幅が広いといえる。 

 

4. 留学生教育等における課題について 

 留学生教育に関する課題としては、調査項目(16)の結果より、3 分野全てで「学生の学

力・質」が挙げられている。具体的には、留学生の日本語能力の低いことを指摘する学校

が多い。また、IT・情報系の分野では、約 6 割の学校が就職支援を課題と感じていて、こ

れは約 4 割の学校が学生募集を課題と感じていることにも連動している可能性がある。他

の 2 分野の学校は、就職支援を課題と感じている学校が比較的少ないのとは対照的といえ

る。 

調査項目(17)の結果は、企業・団体、産業界との連携における課題についての回答だが、

IT 系の分野では「就職情報、学内推薦」「教員確保への協力」「インターンシップや研修」

「企業、産業側からの人材育成に関する要望」のそれぞれが 3 割を超えている。IT 系の学

校は企業・団体や産業界との連携が取れていない現状を示唆する。一方、自動車整備系の

分野では、多くの学校が「その他」で「特になし」と記入していることから、自動車業界

との連携は比較的良好であると考えられる。介護系では「企業、産業側からの人材育成に

関する要望」を課題と感じる学校が 4 割で突出している。 
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5. 本事業について 

 本事業のプログラムへの関心という点では、調査項目(19)において、3分野全ての専門学

校の半数以上の約 6 割が「非常に関心がある」または「関心がある」と回答した。留学生

の受入を行っている専門学校の関心はかなり高いことがわかった。。 
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2.2. 企業対象ヒアリング調査 

 

2.2.1. 調査概要 

(1)  調査目的 

IT・情報通信系企業・団体や自動車整備工場・自動車系企業、介護事業者等に対して、

外国人材の雇用実態等に関する調査を行うことで、留学生の学習支援・就職支援を検討す

る際の基礎資料を収集すると共に、事業活動の周知と事業活動への協力可能性を把握する

ことを目的とした。 

 

(2)  調査対象 

 主に九州地域または日本国内の IT・情報通信系企業・団体・有識者や自動車整備工場・

自動車系企業、介護事業者など 20 主体を対象とした。 

 

(3)  調査手法 

 ヒアリング方法は、あらかじめヒアリング項目「外国人材雇用に関する実績」「外国人

材雇用に関する意向」「外国人材に求める資質・能力」「外国人材雇用に関する課題」を提

示し、当日は主にオンラインで実施をした。。 

 

2.2.2. 調査結果（IT・情報分野） 

 

①外国人材雇用に関する実績 

外国人材雇用の実績がある企業では、ベトナム・韓国・マカオ出身の外国人を新卒採用

した。どの企業も学歴には拘らない方針で、外国人従業員の学歴は、大学・大学院卒だけ

でなく、IT 系専門学校卒も含まれる。 

雇用に至った経緯としては、日本人・外国人を問わず、人間性やコミュニケーション能

力を平等に評価した結果、外国人を採用したと回答した企業がある。この企業は、採用し

た外国人が、日本に対する愛情や将来の夢を流暢な日本語で素直に語ってくれたことに好

印象を抱いた、という。また、スキルさえあれば外国人採用する方針を以前から貫いてい

る企業もある。この企業では、外国人従業員の職種がデザイナー・エンジニア・営業と幅

広い。 

 一方、外国人材雇用の実績がない企業は全て、求人で外国人の応募がなかった。企業に

よっては、リモートワーク中心のワークスタイルで、外国人を排除するわけではないが、

そもそも応募がないのが現状である。前身となる企業で外国人を雇用した経験のある企業

の話によると、この外国人はコーディングに特化した業務に従事していたが、漢字の読み

書きまでできる日本語能力があり、コミュニケーションに全く問題がなかったという。能

力の高い外国人は採用されやすい傾向にあると考えられる。 
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②外国人材雇用に関する意向 

採用実績のある企業もない企業も全て、外国人雇用に関しては前向きな意向を示した。

特に、採用実績のある企業の中には、外国人従業員の母国との強いつながりを感じるよう

になり、現地に赴いて優秀な IT 人材を確保したい、と回答した企業もあった。この企業

は、将来の人材不足を外国人材で補うことも視野に入れ、生産年齢人口が増える国にビジ

ネスチャンスを見出している。また、積極的に外国人材雇用を考えている一方で、国際情

勢の理由から一部の国々の出身者については採用の可否を慎重に検討しなければならな

い、という回答もあった。特に大企業は、取引先との信頼関係構築を考えた採用も必要と

なる。 

採用実績のない企業に関しては、外国人材雇用に積極的な回答が多数だった。組織の規

模拡大に伴って再現性を確認する目的で幅広く採用したいという回答があった。また、地

方の人材流出を問題視していて、その地方で働きたいという外国人を採用したい、という

回答もあった。企業によっては、未経験者を中途採用していて、今後も社員を増やすこと

を考えているが、外国人材雇用の優先順位は高くないという。また、外国人材雇用に消極

的ではないものの、現時点では検討していない企業もあった。 

 

③外国人材に求める資質・能力など 

 採用実績のある企業はいずれも、外国人従業員が自社に定着してくれることを望む。外

国人従業員には突然の帰国や失踪などのリスクがあるため、そのリスクを最小限に抑える

ことを企業は重視する。一方、やる気や未来ビジョンを持って夢を追いかけることや、

キャリアパスとして設計者を目指すことを求める企業もあり、外国人従業員にも会社の中

核で活躍してほしいという期待が現れている。 

 コーディングなどの IT スキルに関しては、多くの企業が外国人に求めるレベルは決し

て高くない。専門学校などで学ぶ程度のスキルがあれば十分で、実際の業務に必要なスキ

ルは研修や OJT で習得すればよいと考えるからである。AI の知識についても、自分が作

れなくても、界隈でどういうことができるのかを知っていてほしい、という回答があっ

た。一方、基本情報技術者試験の取得を応募の必須条件にしている企業もある。実際の業

務についていくだけのスキルがあるかどうかを資格で判断されるため、外国人に限らず日

本人にとっても狭き門であると考えられる。また、面接で学歴や能力よりも趣味を重視す

る企業もある。この企業は、知識や技術が好きな方が勉強するよりも習得が早いという理

由から、ゲームやアプリの制作といった IT 関連の趣味を持つ人材を求めている。 

 一方、全ての企業が外国人材に一定水準以上の日本語能力を求める。もっとも、この水

準は、日本語でのコミュニケーションに支障がないレベルから、プログラミングを教わっ

て理解するレベル、言語設定が日本語の PC で作業ができるレベル、業務に関するドキュ

メントを漢字があっても読めるレベルまで、企業によって異なる。また、英語などのメ
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ジャーな言語を話せる外国人材に対して、日本人が取って来られない案件を取って来る可

能性に期待する、という回答もあった。しかし、多くの企業では日本語以外の英語などの

能力はあまり重視していない。 

 さらに、企業の多くは、外国人材に対して、日本文化の理解や日本での生活経験を重視

する傾向がある。一人で仕事をこなせる人材を求める企業は、その独り立ちの中に、日本

での生活でトラブルを抱えていないことを含めている。会社側で社員の日常生活までは

フォローできないからである。特に小規模な企業は、フォローや教育にかかるコストが増

大すると、それがそのままリスクになることを懸念する。逆に、日本の風習や地域文化を

理解してなじもうとする姿勢は、企業に好印象を与えやすい。たとえば、飲み会に積極的

に参加する外国人従業員を高く評価する企業があった。また、日本と他国で「約束」の意

味が異なるため、企業によっては、納期厳守といった日本基準に合わせることを外国人従

業員に強く求めている。 

 今回ヒアリングした有識者から、大企業のブリッジ SE に求められる資質・能力につい

ても話を聞いたので追記する。ブリッジ SE には、日本語と英語が堪能であることが求め

られる。しかも、この言語能力を、通訳だけでなく、円滑に業務を行うことにも活かさな

ければならない。たとえば、オフシェア開発の案件を獲得する役割を担う場合、営業とし

てのコミュニケーション能力も必要となる。こうした事情もあり、大企業のブリッジ SE

は全員が大学卒で、レベルの高い人材だったという。 

 

④外国人材雇用に関する課題など 

 外国人材雇用の実績がある企業からは、外国人従業員が帰国や失踪で突然辞めてしまう

リスクを懸念する回答を得た。また、外国人従業員が日本基準の約束を守らないことでト

ラブルが発生したこともあったというが、これはその従業員に日本基準を教えて解決した

という。一方で、外国人従業員に関して何の問題もなかった企業は、特に課題はないと回

答した。 

 外国人材雇用の実績がない企業の多くは、特に課題はない、と回答した。ただし、労働

法規・社会保障の適用範囲や在留資格の取得・更新の手続きに関して理解が不十分なこと

から、外国人従業員を受け入れることにやや不安を感じているという企業がある。こうし

た法律的・制度的な問題を社内の人材で解決できるかどうかがわからないため、現状では

外国人材雇用に消極的になっている企業もある。 

 また、外国人従業員を雇った場合、生活の中で起こる特殊なイベントには対応できる

が、食事などの日常生活まではサポートできない、という回答もあった。特に小規模な会

社は、リスクを最優先で考えるため、どうしても外国人材雇用については優先順位が低く

ならざるを得ないという。 

 大学勤務の経験がある有識者からも、外国人材雇用に関する課題の話を聞いたので追記

する。大学卒の外国人は、地元企業ではなく、東京・大阪・福岡の大都市での就職を希望
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することが多い。また、企業が学生に学歴を求めるため、専門学校卒業後に大学に進学し

た方が就職につながりやすい。さらに、地元の IT 企業が大学にブースを出しても学生が

集まらず、広報が上手く機能していなかった。この点に関しては、特別講義などを実施す

ることで改善しつつあり、学生の間で地元企業の認知度が高まってきた。こうした状況を

ふまえると、大学生が地元での就職を希望しない以上、専門学校とコラボした採用がます

ます重要になってくるだろう。その中で、地元の IT 人材不足を解消するため、外国人留

学生の受け入れも必要になると考えられる。 

 

2.2.3. 調査結果（自動車整備分野） 

①外国人材雇用に関する実績 

 今回ヒアリング対象となった企業 6 社に関しては、国内の自動車整備系専門学校の卒業

生を新卒採用していて、従業員数が多いほど外国人従業員数も多い傾向がある。一部の企

業では、中途採用や技能実習生の受入も行っている。ただし、中途採用を行った企業は、

専門学校から紹介された外国人を採用しているため、専門学校が採用で果たす役割は大き

いといえる。雇用の経緯としては、全社が日本人の人材不足を挙げた。日本で少子化が

進んでいることに加え、整備士を目指す日本人が減ったことを指摘する企業もあった。ま

た、自動車整備士の有資格者であることを強調する企業もあり、外国籍の従業員にはキャ

リアチェンジを求めず、整備士として最後まで働いてもらいたいという意向があると考え

られる。外国人従業員の国籍の面から見ると、ベトナム・ネパール・スリランカが多数だ

が、フィリピン・インドネシア・インド・中国の出身者も見られる。 

 

②外国人材雇用に関する意向 

 本項目においては、今回ヒアリング対象となった企業 6 社全てが、今後も採用する意向

を示している。積極的に、もしくは、継続的に採用していきたいと回答する企業もあり、

自動車整備士の資格を有する外国人に対する期待が大きいと考えられる。外国人従業員が

非常に勤勉であることを評価した上で、会話も問題なくできて、日本人と比較しても全く

変わりなく仕事を任せられることを強調する企業もあった。この企業は 2 年前より外国人

材雇用を始めたという経緯があり、2024 年時点で外国人従業員数は 2 名で、どちらも国内

の自動車整備系専門学校の卒業生である。このことから、専門学校は留学生に、自動車の

整備技術だけでなく、社会人としてのマナーや日本語など、国内企業に順応するために必

要なスキルを身に付けさせていると考えられる。専門学校が企業の要望をふまえた教育を

実施していることで、企業の外国人材雇用にイメージが向上している可能性がある。 

 

③外国人材に求める資質・能力など 

 本項目においては、今回ヒアリング対象となった企業 6 社全てが、外国人材に求める能

力として日本語能力を挙げた。日本語能力試験（JLPT）で N2 以上を理想とする企業もあ
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り、日本語能力試験の級が採用の可否を決める要因になり得ることを示唆している。一方、

日常会話が問題なくできるレベルを求める企業もあれば、話すだけでなく書くことにも支

障を来さないレベルの日本語能力を求める企業もある。企業が外国人材に求める日本語能

力のレベルは一律ではない。また、自動車整備士資格は必須で、2 級自動車整備士以上を

求める企業もあった。留学生の場合、専門学校在学中に 2 級自動車整備士まで合格してい

ることで、就職の幅が広がると考えられる。 

他に求める資質・能力などとしては、複数の企業がコミュニケーション能力・協調性・

積極性を挙げた。日本語能力以外は日本人と求める能力は同じと回答した企業もあり、外

国人だからといって日本人よりも採用基準を低くするわけではない企業が大半であると推

測される。 

 

④外国人材雇用に関する課題など 

 本項目においては、今回ヒアリング対象となった企業 6 社全てが、外国人従業員の離職

をリスと捉えていることが明らかとなった。離職の原因は、最も多いのが帰国だが、配属

先に外国人従業員のコミュニティーがないことを挙げる企業もあった。外国人従業員本人

の事情だけでなく、その従業員を取り巻く環境も重要であると考えられる。また、離職す

る外国人従業員が多いと、社内教育を行うモチベーションを維持するのが困難になると回

答した企業がある。一方で、外国人従業員の定着率を高めるため、乙種第 4 類危険物取扱

者免状など、自動車整備士以外の日本国の専門技術資格取得を支援するといった施策を

行っている企業もある。 

 離職以外の課題としては、企業側が把握しなければいけない在留資格の手続き・更新、

宗教や食文化の違いから生じる価値観の違い、保証人がいないことによる住居・車両購入

のハードルを挙げる企業があった。また、複数の企業は、外国人従業員の日本語能力に不

安を抱いていて、整備士以外のポジションへのキャリアアップが難しいことを指摘する回

答も見られた。企業によっては選考の際に日本語能力試験（JLPT）の結果を確認するよ

うにしているが、認定を受けていない外国人も多く、面接だけで日本語能力を正確に把握

できないことも課題となっている。 

 

2.2.4. 調査結果（介護分野） 

①外国人材雇用に関する実績 

今回ヒアリング対象となった 2 事業者に関して、外国人従業員数はそれぞれ 2 名から 5

名と少数であり、その雇用に至った経緯は多岐にわたる。一つ目の事業者では、外国人従

業員の一人が日本語学校で 1 年間日本語を学び、その後介護系の専門学校に進学した。専

門学校を卒業後、学校から紹介されたことで、現在の職場に就職することとなった。もう

一つの事業者では、同様に日本語学校・介護系専門学校を経て、さらに他の障害者施設や
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高齢者施設での勤務経験を積んだ後、最終的にはハローワークや他社からの紹介を受けて

入社に至った。 

今回ヒアリング対象となった 2 事業者に関して、国籍はどちらにもミャンマーとネパー

ルからの従業員が在籍しており、さらに一社にはベトナム出身の従業員も含まれている。

このことから、特にアジア地域からの人材流入が顕著であるといえる。日本国内では、介

護職を担う日本人労働力が不足しているという課題が深刻化していて、外国人従業員の雇

用がますます重要になっていくと考えられる。 

 

②外国人材雇用に関する意向 

 本項目において、今回ヒアリング対象となった 2 事業者はいずれも、状況を見ながら今

後も外国人材の採用を継続する意向を示している。介護業界における人手不足の深刻化を

背景に、外国人材の採用が選択肢として重視されていることが示唆される。 

ただし、採用に関しては事業者ごとに一定の条件や制限も存在していて、外国人従業員

を増やすかどうかは事業者ごとの判断に委ねられる。今回ヒアリング対象となった 2 事業

者のうち 1 事業者は、採用人数上限の兼ね合いを考慮すると回答した。外国人材雇用に

は、業務内容や職場環境、そして日本人従業員とのバランスなど、事業者が抱えるさまざ

まな要素が関係する。たとえば、外国人従業員が増えることで、チーム内の調整や言語・

文化面での支援なども必要となるため、事業者側としては安定した運営を維持する上で、

外国人材の雇用に一定の人数制限を設ける可能性も考えられる。 

 

③外国人材に求める資質・能力など 

 本項目においては、今回ヒアリング対象となった 2 事業者のいずれも、外国人材に求め

る能力として日本語能力と協調性を挙げた。その理由として、介護などが必要な高齢者に

対して、周囲と協働・連携する必要があることを強調する事業者があった。介護はチーム

ワークを必要とする仕事であり、介護スタッフが利用者、さらには同僚や他の医療従事者

と密に連携を取ることが求められる。このような環境では、コミュニケーションの障壁を

最小限に抑え、円滑な協力を図るために、日本語能力が欠かせないといえる。また、外国

人従業員に対して日本文化の理解を求める回答もあった。 

さらに、2 事業者のいずれも、介護業界で外国人材を雇用するためには、介護に対する

基本的な知識とスキルが必須であるという点も強調する。介護職は身体的なサポートにと

どまらず、心理的サポートや医療的な知識を必要とする場面も多く、これらをしっかり理

解していることが求められる。 
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④外国人材雇用に関する課題など 

本項目において、今回ヒアリング対象となった 2 事業者はいずれも、外国人従業員の離

職に対する懸念を示した。このことは、外国人従業員が特定の事業者に定着しないという

課題を浮き彫りにしている。 

ある事業者は、外国人従業員が将来的に母国へ帰ってしまう可能性を指摘する。この事

業者では、国籍の違いが原因で、異なる文化的背景などが離職につながる可能性があると

回答した。特に、外国人従業員は日本での生活において孤立感を感じたり、母国の家族や

コミュニティーとのつながりが強かったりする場合、帰国を考えることが少なくないと考

えられる。 

別の事業者では、奨学金契約終了の 3 年経過後に転職するという事情を挙げた。ここで

いう奨学金契約とは、介護施設などの施設が介護系専門学校で学ぶ外国人学生に対して奨

学金を提供する一方、卒業後の学生にその施設で一定期間働くことを契約として求める施

設奨学金制度である。この制度は、在学中の学生が学費の工面できるだけでなく、施設で

のアルバイトを通して日本語や介護技術を学べるという利点もある。一方で、今回の回答

で見られるような事情も事業者の課題になり得ることを示唆している。 
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2.3. 就職・定着に向けた取り組み事例調査 

 

2.3.1. 調査概要 

(1)  調査目的 

留学生の就職や地域定着に向けた官民の様々な取り組みの事例を調査することで、留学

生の就職や日本および九州地域での定着を促進するための取り組みを行う際の参考資料を

収集することを目的とした。 

 

(2)  調査対象 

 主に日本国内で行われている留学生の就職や地域定着に向けた官民の取り組みの事例を

30 件収集した。 

 

(3)  調査手法 

 インターネットによる文献・資料・報告の収集にて調査を実施をした。 

 

2.3.2. 調査結果（IT・情報分野） 

 

留学生の就職や地域定着に向けた官民の様々な取り組みの事例を調査し、30 件まとめ

た。以下にそのリストを提示する。各取り組みの詳細は、本事業の成果報告書にて記す。 

 

①外国人材の受入活躍推進に向けた鹿児島県の取組 

②高度外国人材活躍推進コーディネーターによる伴走型支援 

③DATEntre 東北イノベーション人材育成プログラム 

④外国人留学生の国内就職支援に関する協定 

⑤外国人留学生等就職・採用支援事業 

⑥特定技能外国人受け入れ支援サービス 

⑦外国人住民向けの日本語教室 

⑧外国人児童の「不就学ゼロ」を目指す適応指導教室「ばら教室 KANI」 

⑨防災訓練に外国人住民が参加 

⑩多文化共創担い手育成事業「Roots インターン」 

⑪留学生就職支援コンソーシアム SUCCESS 

⑫外国人材の国内定着実現に向けた取組み～損保ジャパンと新サービス開発へ協業開始～   

⑬ふくい雇用創出・定着支援事業 

⑭一般社団法人 泉佐野市外国就労者サポートセンター 

⑮周南公立大学留学生地域定着支援プログラム 

⑯地方自治体向けの外国人介護人材の受入れ・定着支援サービス 

⑰留学生キャリア形成・地域定着プロジェクト「Link KAGAYAKI」 

⑱外国人向けの相談窓口「仙台多文化共生センター」 

⑲夜間学習支援教室「Minami こども教室」 

⑳外国人向け介護職員初任者研修及び就業支援事業 

㉑宮崎－バングラデシュ・スタイル 

㉒理工系外国人留学生紹介の『リュウカツ®』 

㉓アジア等 IT 人材定着支援協議会 
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㉔事業者団体と県の共同による外国人介護人材のマッチングから定着等の一貫支援の実施 

㉕外国人介護人材受入事業所への巡回相談や研修交流会の実施等のメンタルヘルスケア 

㉖受入支援セミナーや受入に役立つガイドブック作成等の事業所等への受入支援 

㉗自動車整備事業者が外国人材を採用するための支援サービスを開始 

㉘外国人材向け自動車整備分野の教材 

㉙外国人自動車整備要員紹介事業で初めての契約を締結 

㉚外国人介護人材雇用支援事業 

 

図表 3 就職・定着に向けた取り組み事例調査のリスト 

 

ここで収集した取り組みに関しては、次年度分析を行い、今後の留学生の就職・定着に

向けた取り組みの中で参考としていく。なお、事例の詳細は本報告書の巻末の附録にて掲

載する。 
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3. 体制整備【①入学前の留学希望者等に対する取り組み】 

本事業では、令和 6 年度の「体制整備【①入学前の留学希望者等に対する取り組み】」の

一環として、「多言語パンフレットの制作」「留学生インタビュー動画の制作」「海外日本

語教育機関との連携」「SNS の運用」という 4 つの取り組みを行った。以下に各取り組み

について述べていく。 

 

3.1. 多言語パンフレットの制作 

本事業に参画する専門学校のパンフレットをターゲット国（地域）の言語に翻訳し、同

内容のウェブ版も制作するという取り組みを行った。今年度は本事業の参画機関である

IT・情報分野の鹿児島情報ビジネス公務員専門学校、自動車整備分野の九州工科自動車専

門学校、介護分野の宮崎福祉医療カレッジの 3 校を対象とした。本事業のターゲット国で

あるベトナム、ネパール、インドにおける国語や多くの国民が理解できる言語を検討した

結果、今年度は英語とベトナムへの翻訳を行った。 

次のページに例として鹿児島情報ビジネス公務員専門学校の英語版パンフレットの一部

を示す。 
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図表 4 鹿児島情報ビジネス公務員専門学校の英語版パンフレット 
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また、PC スマートフォンでも学校情報へのアクセスを容易にできるよう、ウェブサイ

トも制作した。例として九州工科自動車専門学校のベトナム語版サイトを提示する。 

 

 

図表 5 九州工科自動車専門学校のベトナム語版パンフレットウェブサイト  
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3.2. 留学生インタビュー動画の制作 

 現役の専門学校留学生に対して、実際の留学生活に関するインタビューを日本語と母語

（または母国語）の両方で 1 人当たり 2 回行い、動画コンテンツ化した。今年度は鹿児島

情報ビジネス公務員専門学校の留学生 3 名（ネパール 2 名、ミャンマー1 名）、九州工科自

動車専門学校の留学生 2 名（ネパール）、宮崎福祉医療カレッジの留学生 3 名（ベトナ

ム）、計 8 名分で 16 本のインタビュー動画を作成した。例として、宮崎福祉医療カレッジ

のベトナム人留学生の日本語インタビューと九州工科自動車専門学校のネパール人学生の

ネパール語インタビューの動画の画面を掲載する。 

 

 

図表 6 宮崎福祉医療カレッジのベトナム人留学生の日本語インタビュー 

 

 

図表 7 九州工科自動車専門学校のネパール人学生のネパール語インタビュー 

  



72 

 

3.3. 海外日本語教育機関との連携 

 上記のパンフレットや動画を本事業において連携・協力関係のある海外日本語教育機関

において活用している。まだ日本語の能力がそれほど高くない状態で母国にいる日本留学

希望者にとって、自身が理解できる言語で詳細な学校情報を得ることができるのは貴重な

機会なので、今後も継続していきたい。 

 

3.4. SNSの運用 

 本事業では SNS を活用して、専門学校や日本文化・社会の情報、ニュースなどを発信し

ていく。本事業に連携機関として参画している各専門学校は、特に Facebook などで情報

を発信している。しかし、基本的には日本語での発信であるため、日本に留学する前の留

学希望者には情報がなかなか届きにくい。そこで、本事業では連携機関として参画してい

る一般財団法人日本教育基盤財団がベトナム語で運営している Facebook ページ「JES」

（フォロワーは 2025年 2月現在 7,531人）において、連携機関の専門学校の投稿や情報を

ベトナム語に翻訳して継続的に発信した。以下は鹿児島情報ビジネス公務員専門学校の日

本語科の秋学期入学式に関するベトナム語の投稿である。 

 

 

図表 8 Facebook ページ「JES」における投稿 

 

Facebookでの投稿の結果を分析した結果、文字と写真や画像による投稿は多くのフォロ

ワーに見てもらえ、リアクションを得やすい。しかし、動画の投稿や学校などの別のサイ
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トへの誘導を目的とした投稿はリーチが伸びず、広告もほとんど機能しない結果となった。

Facebookは複雑なアルゴリズムによって投稿がフォロワーに表示されるかどうかを決めて

おり、その詳細についてユーザーは知ることができない。ただし、フェイクニュースに関

わる動画の拡散や悪質なサイトへ誘導の対策として、動画や他サイトへのリンクに対して

あまりフォロワーに表示されないよう設定している可能性がある。今後は学校の情報など

を文字情報と画像で伝えていくことを行っていく。 

一方で、現在の SNSは動画が隆盛しており、例えばベトナムでは若い世代において最も

使用されているSNSはTikTokである。そこで、本事業では今年度からTikTokのアカウン

トを作成し、留学生のインタビュー動画や生活に密着した動画の投稿を行うテスト運用を

開始した。以下に鹿児島情報ビジネス公務員専門学校の留学生の一日に密着した動画の投

稿のインサイトデータを示す。 

 

 

図表 9 TikTok における投稿 

 

2025 年 2 月現在、この TikTok アカウントには 815 人のフォロワーがいる。現在最も

「いいね」を集めているのは、ベトナム人留学生が定食屋で自分が頼んだ食事の紹介をし

ている動画である。そのほか、プログラミングの授業の様子や別の留学生の昼食の様子も

リアクションが多く、留学生の日常の動画へのフォロワーの関心が高いことが分かる。 

現状の課題として、TikTok は動画内に大勢の声が入っていると、AI が問題のある発言
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が記録されていると誤解し、動画が拡散できないという特徴である。そのため、投稿する

動画が TikTok のポリシーに反していると誤解される可能性に備え、多めに動画コンテン

ツを作成したり、声を消した動画を作成して字幕を付けたりするなどの工夫が必要になる。

また、TikTok は投稿者の IP アドレスなどから現在地を特定し、投稿者の現在いる国の

ユーザーにしか投稿がほとんど表示されないようになっている。現在はベトナム人留学希

望者をターゲットとしていることから、連携機関の協力によりベトナムで運営を行ってい

るが、今後日本での募集活動に活用する際には、日本で運用するアカウントも必要になっ

てくる。今年度のテスト運用の結果を受けて、次年度も SNSの運用方法について検討を続

けていく。 
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4. 体制整備【②在学中の教育指導に関する取り組み】 

 本事業では、令和 6 年度に「IT キャリア教材の実証」、「IT および自動車整備キャリア

教材の改訂」、「介護キャリア教材の試作」を実施した。 

 

4.1. ITキャリア教材の実証 

IT と自動車整備のキャリア学習教材は、本事業に連携機関として参画している一般財団

法人日本検定基盤財団による文部科学省委託事業で昨年度までに開発した教材を活用する

こととした。その一環として、鹿児島情報ビジネス公務員専門学校の国際ビジネス科情報

ビジネスコース 1 年生 17 名に対して、授業『企業研究』において IT キャリア教材を活用

する実証を行った。IT キャリア教材は、1 テーマ約 2 分程度の動画教材で、16 のテーマが

ある。講師役のアバターと生徒役のアバターが対話しながら IT の職種や業界、キャリパス

などについて説明しており、画面下部には話している内容の字幕もついている。 

 

 

図表 10 IT キャリア教材動画イメージ 

 

 学生の反応としては、非常に分かりやすくためになったという意見が多く挙がった。ま

た、1 本あたりの動画の長さも丁度よく、集中力も切れず取り組めていたという意見も多

かった。 

授業では動画を 4 本見た後、理解度を確認するために課題のシートを配布した。留学生

が回答を記入したシートの例を次に提示する。 
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図表 11 留学生の提出したレポートの一部 
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4.2. ITおよび自動車整備キャリア教材の改訂 

 

実証では、留学生から分かりやすいという意見が多かった一方で、課題をとけるレベル

まで理解が進まなかった留学生もいた。彼らにとっては日本語の字幕があっても難しかっ

たようだった。そこで、今年度はITと自動車整備のキャリア教材について、ネパールなど

の出身の学生の多くが理解できる英語の字幕を付けることとした。これにより、内容が難

しくなった時にも、自身が日本語より理解できる英語字幕を見ることで理解を促進させる

ことができる。比較的に日本語能力が低い学生のための補助との位置づけとなる。 

 

 

図表 12 自動車整備キャリア教材動画（英語字幕入り）イメージ 
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4.3. 介護キャリア教材の試作 

さらに、介護分野のキャリア教材については今年度から開発を開始することとなった。

それに伴い、アバターによる説明を中心とした短い動画を以下の 3 パターンで試作した。 

 

 A. ネイティブレベルの日本語での講義（資料に振り仮名なし） 

 B. N3 を基準とした平易な日本語での講義（資料に振り仮名あり） 

 C. N3 を基準とした平易な日本語での対話（資料に振り仮名あり） 

 

そして、介護の基礎となるテーマとしてそれぞれのパターンで以下の 5 テーマ分動画を

作成した。 

 

 

1. 導入 

2. 「介護」とは何か 

3. 「介護」と「お年寄りのお世話」の違い 

4. 「介護」と「看護」の違い 

5. 「介護福祉士」とは何か 

 

 

試作教材について、留学生を担当している教員との検討の結果、入学直後や進学が決

まった日本語学校在籍者には C パターンで介護のキャリアの基礎を学習させ、2 年制には

A パターンで介護に関わるよりレベルの高いテーマについて学習させるのがよいというこ

ととなった。この方針を基本として、次年度も介護キャリア教材の開発を進めていく。以

下にパターン A の動画とパターン C の動画のイメージを提示する。 

 

 

図表 13 介護キャリア教材試作 パターン A イメージ 
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図表 14 介護キャリア教材試作 パターン C イメージ 

 

以上が令和 6 年度の取り組みである。 
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1. 専門学校アンケート調査票（IT・情報分野） 

2. 専門学校アンケート調査票（自動車整備分野） 

3. 専門学校アンケート調査票（介護分野） 

4. 就職・定着に向けた取り組み事例調査 結果 

5. 鹿児島情報ビジネス公務員専門学校パンフレット（英語版） 

6. 九州工科自動車専門学校パンフレット（英語版） 

7. 宮崎福祉医療カレッジパンフレット（英語版） 

8. 鹿児島情報ビジネス公務員専門学校パンフレット（ベトナム語版） 

9. 九州工科自動車専門学校パンフレット（ベトナム語版） 

10. 宮崎福祉医療カレッジパンフレット（ベトナム語版） 

11. 介護キャリア教材試作スライド 

 

 



 

 

1. 専門学校アンケート調査票（IT・情報分野） 
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2. 専門学校アンケート調査票（自動車整備分野）  
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3. 専門学校アンケート調査票（介護分野） 
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4. 就職・定着に向けた取り組み事例調査 結果 
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1 

 

就職・定着に向けた取り組み事例調査 結果 

 

①外国人材の受入活躍推進に向けた鹿児島県の取組 

②高度外国人材活躍推進コーディネーターによる伴走型支援 

③DATEntre 東北イノベーション人材育成プログラム（文科省留学生就職促進プログラム） 

④外国人留学生の国内就職支援に関する協定 

⑤外国人留学生等就職・採用支援事業 

⑥特定技能外国人受け入れ支援サービス 

⑦外国人住民向けの日本語教室 

⑧外国人児童の「不就学ゼロ」を目指す適応指導教室「ばら教室 KANI」 

⑨防災訓練に外国人住民が参加 

⑩多文化共創担い手育成事業「Roots インターン」 

⑪留学生就職支援コンソーシアム SUCCESS 

⑫外国人材の国内定着実現に向けた取組み ～損保ジャパンと新サービス開発へ協業開始～ 

⑬ふくい雇用創出・定着支援事業 

⑭一般社団法人 泉佐野市外国就労者サポートセンター 

⑮周南公立大学留学生地域定着支援プログラム 

⑯地方自治体向けの外国人介護人材の受入れ・定着支援サービス 

⑰留学生キャリア形成・地域定着プロジェクト「Link KAGAYAKI」 

⑱外国人向けの相談窓口「仙台多文化共生センター」 

⑲夜間学習支援教室「Minami こども教室」 

⑳外国人向け介護職員初任者研修及び就業支援事業 

㉑宮崎－バングラデシュ・スタイル 

㉒理工系外国人留学生紹介の『リュウカツ®』 

㉓アジア等 IT 人材定着支援協議会 

㉔事業者団体と県の共同による外国人介護人材のマッチングから定着等の一貫支援の実施 

㉕外国人介護人材受入事業所への巡回相談や研修交流会の実施等のメンタルヘルスケア 

㉖受入支援セミナーや受入に役立つガイドブック作成等の事業所等への受入支援 

㉗自動車整備事業者が外国人材を採用するための支援サービスを開始 

㉘外国人材向け自動車整備分野の教材 

㉙外国人自動車整備要員紹介事業で初めての契約を締結 

㉚外国人介護人材雇用支援事業 
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① 

事例名 外国人材の受入活躍推進に向けた鹿児島県の取組 

地域 鹿児島県 

実施主体 鹿児島県商工労働水産部産業人材確保・移住促進課外国人材政策推進室 

取り組み内容・

実績 

鹿児島県では、今後も増加が見込まれる外国人材を、地域経済を支える貴重な人材と

して、また、地域社会の重要な構成員として、温かく迎え入れ、定着を促進する。 

具体的な事業としては下記が挙げられる。 

●ベトナム人材受入・交流促進事業 

本県に多くの人材を送り出しているベトナムとの人的・経済的交流を促進するため、

駐日ベトナム大使館などの関係機関と連携し，同国との関係強化を図るとともに、県

内に住むベトナム人技能実習生をはじめとする外国人材等が安心して働き、暮らせ

る環境の整備を図る。 

具体な事業内容としては、まずベトナム人材の確保として、本県と連携協定を締結し

ているハイズオン省やベトナム国立農業大学からの円滑かつ適切な人材の送り出

し・受入れを促進するため、連携・協力のための進め方について協議や現地調査を行

っている。 

また、鹿児島・ベトナム交流促進協議会を通じて、県内の関係団体と連携し、「べ

トナム・テト(旧正月)フェスタ」等を開催し、県内に在住するべトナム人技能実習

生をはじめとする外国人材等の相互交流や、県民との交流を促進する。 

さらに、令和元年 10 月の連携協定に基づき、相互に訪問団の派遣と受入れを行

う。令和 5 年度は、本県からの訪問団を同省へ派遣したことから，、令和 6 年度は

同省から本県への訪問団を受入れ、相互交流を図る。 

●新たな送り出し国との関係構築事業 

今後の外国人材の送り出し国として有望なインドネシアやフィリピン、ミャンマー

との関係構築を図るため，送り出し機関と県内監理団体等とのマッチングや県内受

入企業の視察等を行う。 

具体な事業内容としては、まず、県においてインドネシア及びフィリピンの現地送

り出し機関等の調査を行い、10 社程度に本県へ来てもらい、県内関係団体とのマッ

チング、意見交換、本県受入企業等の視察などを行うことにより、関係構築を図っ

ている。 

また、ミャンマー国内の情勢を考慮した上で、現地送り出し機関等の調査を行うほ

か、同国の送り出し機関と県内関係団体とのマッチング、意見交換、本県受入企業

等の視察などを行うことにより、関係構築を図っている。 

●高度デジタル外国人材獲得モデル事業 

県内企業が求める高度デジタル人材を，海外（バングラデシュ）から獲得する機会増

大を図るためのモデルを構築する。 

具体な事業内容としては、バングラディシュで開催される「グローハバルハッカソ

ン」コンテスト入賞者及び本戦参加者のうち、県内企業での採用に関心を有する学
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生がインターンシップすることで、県内企業における高度デジタル外国人材の獲得

機会を提供する。 

また、バングラディシュ IT 人材の就労に対する意識や、企業における受入体制、

既にバングラディシュ IT 人材を採用している企業の事例の発表などを内容とする

セミナー等を開催することにより、県内企業におけるバングラディシュ IT 人材に

対する理解や働きやすい職場環境・業務体制の整備を 促進する。 

さらに、県内で働くバングラディシュ IT 人材と企業が意見交換をすることによっ

て、コミュニケーションに対する心理的障壁を取り除く。  

その他にも、県内企業で働く高度デジタル外国人材と企業の円滑なコミュニケーシ

ョンのため、日本語教育や文化、マナー等に関する教育を実施する。本事業を活用

して県内企業へ就職したバングラディシュ IT 人材に対し、採用後の日本語教育も

実施している。 

●外国人材の地域への定着支援 

県内で働く外国人材の地域定着に向け、外国人材との地域交流等に取り組む市町村

の自治会や地域コミュニティ等を支援することにより、外国人材が地域住民ととも

に安心して働き、暮らせる環境の整備を図る。  

具体な事業内容としては、令和 2 年度から令和 4 年度にかけて本県において実施さ

れた「厚生労働省『地域外国人材受入れ・定着モデル事業』」の地域施策モデル地

域や令和 5 年に本県で実施した「外国人材定着支援事業」(いちき串木野市)での取

組について、外国人材の地域への定着の取組を県内企業や市町村等において共有

し、県内各地への横展開を図るため、事例発表と外国人材の地域定着のためのワー

クショップを実施している。 

また、これまでに実施した外国人材の地域定着への取組をさらに県下で広げるた

め，地域定着への取組の実施を支援する。市町村、自治会等の地域コミュニティ、

外国人材、受入企業において、地域の課題や目指すべき姿を共有しながら、地域定

着への取組を決定・実施していく。 

さらに、外国人材の地域定着への取組の検証を行うため、取組実施地域の市町村(又

は自治会等) や受入企業、外国人材からそれぞれ発表をしてもらい、取組の評価を

行うとともに、県内における更なる横展開を図っている。 

 

●その他 

「かごしま企業」助成事業：外国人材の安定的な受入れや定着に向け、職場の受入体

制整備や地域交流等に取り組む県内の受入企業等を支援している。 

外国人材受入優良企業表彰事業：県内企業における外国人材受入体制の向上や外国

人材の確保を促進するため、働きやすい職場づくりに取り組んでいる企業を表彰し、

その取組を県内企業へ周知するとともに、外国人材等へ情報発信する。  

課題・今後の展

開等 

外国人材の活用にあたっての課題 

1.関係団体・機関等が把握している課題 
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・外国人材の獲得競争が激化しており、今後安定的に確保できるか不透明。 

・生活費の安さや通勤時間の短さ、自然環境など鹿児島の魅力のＰＲが必要。 

・地域で日本語を学べる機会が少ない。 

・外国人材に選ばれるよう多文化共生の取組の推進が必要 など 

2.監理団体が把握している課題 

・一定レベルの日本語能力の習熟・失踪や事故等への対応・受入企業の体制整備 な

ど 

3.事業者の課題 

・一定レベルの日本語能力の習熟・安定的な受入人数の確保 

・文化、生活習慣の相互理解 など 

URL https://www.pref.kagoshima.jp/af21/r02/documents/84750_20240514180917-1.pdf 

https://www.pref.kagoshima.jp/af21/r02/documents/84750_20240514180917-1.pdf 

 

② 

事例名 高度外国人材活躍推進コーディネーターによる伴走型支援 

地域 仙台 

実施主体 ジェトロ仙台  

協力・連携体制 東北経済産業局 

取り組み内容 関係機関の取り組みや高度外国人材に関連する情報に精通したコーディネーター

が、継続的な訪問を通じて、高度外国人材採用の計画策定の支援から採用活動、採用

後の社内制度整備まで、必要なサービス・関連情報を提供し、一貫して支援する。各

社の現状と目標を把握し、採用・育成・定着への活動計画（ロード マップ）に沿っ

て、高度外国人材活用で結果を出すサポートを行う。 

 

採用戦略を練る上で実施することを簡単に分解すると図 4 のようになる。 

 

簡易的な要素ではあるが、これらの情報を改めて整理することによって、 

①採用したい人物像が明確になり採用活動を行う際の指針になる。 

②在留資格の申請を行う際、業務の説明や本人の能力を説明する必要があるため、整
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理することで事前準備につながる。 

③外国人材への業務、会社の説明をより分かりやすく、かつ、詳細に伝えることで外

国人材にとっても将来を思い描きやすく、よりよいマッチングが期待できる。 

といったメリットが期待できる。また、これらを社内で話し合うことによって、「外

国人材の受け入れ前に他部署とも情報が共有でき、受け入れに向けた調整が自然と

できた」といった企業の声もあった。 

外国人採用を通して自社の見直しが進み、結果として会社が変わっていくことその

ものが高度外国人材採用の最たる効果である。 

効果・実績 これまで伴走型支援を利用した企業は全国約 400 社（2022 年 2 月時点）。2020 年度

の利用企業アンケートでは、95%以上の方が役立ったと回答している。 

利用した企業からは以下のようなコメントが挙げられる。 

・社内のグローバル化に向けた施策を推進するための人材確保ができた。 

・コロナ禍で外国人の入国が制限されて、ルールが頻繁に変わり予定が立たない中、

確実かつ臨機応変に対応頂けたので、大変助かった。 

・全国規模の外国人材採用イベントを紹介いただき、実際に 4 月入社での採用（一

名）を実現できた。 

・日本人スタッフにも共通する課題があり、スタッフのモチベーション、パフォーマ

ンスアップにつなげる職場づくりの課題を明確にする事ができた。 

・育成定着に関してはまだまだ 課題が多く、そのヒントが得られた。 

課題・今後の展

開等 

伴走型支援を利用した多くの企業では、今後の課題として、入社後の育成・定着手法

の確立を挙げている。 

高度外国人材活躍推進コーディネーターによる伴走型支援では以下のような育成定

着プログラムも提供しているが、今後さらに育成定着のサポートに力を入れていく

ことが課題であると考えられる。 

 

URL https://www.kasseiken.jp/kassecms/wp-content/uploads/2021/10/vol.45.pdf 
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https://www.shakaihokenroumushi.jp/Portals/0/doc/nsec/kokusai/2021/03_koudog

aikoku_JETRO.pdf 

https://www.shakaihokenroumushi.jp/Portals/0/doc/nsec/kokusai/2021/03_koudog

aikoku_JETRO.pdf 

 

③ 

事例名 DATEntre 東北イノベーション人材育成プログラム（文科省留学生就 職促進プログ

ラム） 

地域 宮城県 

実施主体 東北大学 

協力・連携体制 東北学院大学、東北工業大学、宮城学院女子大学、東北福祉大学 

東北経済連合会・仙台 商工会議所・宮城県中小企業団体中央会 

宮城県、仙台市 

取り組み内容 宮城県内の大学の中で最も多くの外国人留学生が学ぶ東北大学が事務局となり、

2017 年に東北学院大学・東北工業大学・宮城学院女子大学の宮城県内の 4 大学、東

北経済連合会・仙台 商工会議所・宮城県中小企業団体中央会の 3 経済団体、宮城県・

仙台市の 2 自治体等に東北大 学萩友会が参加し、産官学のコンソーシアムを設立し

た。2018 年からは活動を活発化させるため、活動分野に合わせて「基礎教育部会」

「産業界連携部会」「キャリア教育・インターンシップ部会」「業評価部会」の 4 部会

を設け、活動に取り組んでいる。 

参加学生の質的担保と事業期間終了後の継続の双方の観点から、カリキュラムは正

課科目を活用し、東北大学の日本語特別課程ならびに全 学教育科目を中心に構成し

ている。参加学生は 「ビジネス日本語教育」「キャリア教育」「国際共修・PBL」「イ

ンターンシップ」の 4 領域を横断的に学ぶことで、日本での就職に必要な就業力の

習得を目指している。 

2019 年度までは正課も課外も対面で実施していたため、参加大学は東北大学川内キ

ャンパスでの履修が可能な大学に限定されていた。しかし 2020 年度からはオンライ

ン開講となったため、距離を問わずに参加可能となり、コロナ禍での渡航制限を受け

た来日前の学生も参加している。2021 年 9 月現在では、宮城県内で学ぶ外国人留学

生の在籍数の多い 3 教育機関（東北福祉大学・宮城大学・仙台高専）と高度外国人 

材との関わりの深い 3 行政機関等（宮城労働局・ジェトロ仙台・JICA 東北）が加わ

り、地域のネットワークが広がりを見せている。 

効果・実績 DATEntre ではコンソーシアムとしての 5 年間の取り組みを通じ、企業、外国人留

学生双方による意思決定プロセスにおける「意識の壁」 の低減に向けて働きかけ

てきた。相互理解を深めることを目的とし、日本での就職活動に対する知識習得の

ためのオンデマンドセミナー、実際に企業での働く様子を知り、日本での就職にお

いて選択肢の一つと位置付ける企業訪問ツアー、企業と学生が双方向コミュニケー

ションを通じ、マッチングの可能性を探る合同企業説明会などを開催して きた。
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2021 年度までは DATEntre 事務局経由で参画機関に周知を行い、参画機関も学内

への周知を図っていたが、2022 年度からは参画機関それぞれの取り組みが中心とな

っていく。そのなかでもそれぞれの活動について関心を持ち、DATEntre として互

いに連携し合うことで、重要な情報を共有する機関が増加し、その情報の価値につ

いても理解が進んでいく。それに伴って意識の壁の低減が進み、東北地域における

外国人留学生の就職率定着率の向上にも寄与していくと考え られる。 

また、DATEntre 開始以来、日本で就職した学生は 2021 年 9 月現在で 70 名を超

え、そのうち 8 名が宮城県内企業で働いている。全国各地の様々 な企業で働く元

留学生たちは、卒業後も「OBOG 会」を通じてつながりを維持し、コロナ禍でのリ

モートワーク時には、社会からの孤立を防ぐ貴重な機会となっていた。 

2021 年 2 月に正式発足した OBOG 会には、 在学中に DATEntre に参加し、日本

で働く元留学生が参加している。大手企業でも職場に外 国籍社員は自分一人という

状況は珍しくなく、OBOG 会は外国籍社員が職場や業務を通じて 感じた違和感や

文化の相違などを気軽に話すことのできる場としても機能している。 

OBOG 会は宮城県で働く元留学生が中心となって運営しているため、宮城県の「外

国人留学生定着支援事業」にもゲストとして参加している。OBOG たちは自分たち

の就職活動や地域で働く経験を学生と共有し、県内企業の担当者・経営者には外国人

留学生採用のメリットを伝えている。 

 2022 年 3 月で文部科学省事業としては終了するが、今後も DATEntre の活動は

継続する。 

課題・今後の展

開等 

宮城県内における高度外国人材の採用は、他地域と比較した場合、進んでいるとは

言い難い状況にあるが、その一因としては高度外国人材採用の有用性に関する情報

の価値に気づいていない企業が多いためとも考えられる。少子高齢化に伴う若年人

口の減少は、深刻な人手不足を招き、優秀な人材の確保は喫緊の課題となってい

る。外国人留学生の採用はそのための有効策の一つと考えられているが、その重要

な情報を認識できてない企業が多いのではないだろうか。 

同様に、企業内の情報共有における意識の壁への働きかけについても課題が残って

いる。組織内のメンバー全員が共有している情報の場合、誰もが価値を認識してお

り、それに基づく判断も進めやすい。一方で自分だけが知っている情報を他者に伝

え、支持を得るためには、その情報の価値についても伝える必要があるが、多くの

場合、それには消極的である。多様な組織が参加するコンソーシアムは、本来はこ

うした様々な意見を取り込むために組織されている。外国人留学生の採用の意義に

ついて、現状において東北地域の企業では必ずしも多くの人が共有している情報で

はなく、その価値について他者の理解を促すことは容易ではない。交流会やセミナ

ー等の実施を通じ、価値を認識している人々を増やすことで、情報共有を少しずつ

進めてきたが、その情報の価値についても十分に認識されていないと考えられる。 

URL https://www.kasseiken.jp/kassecms/wp-content/uploads/2021/10/vol.45.pdf 

https://www.google.com/url?sa=t&source=web&rct=j&opi=89978449&url=https://
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tohoku.repo.nii.ac.jp/record/139710/files/2434-8317-2023-9-

159.pdf&ved=2ahUKEwjThbXC77SJAxU9cPUHHYeuHSMQFnoECBoQAQ&usg=

AOvVaw0liTfFkme3ohgxUqLqLaEr 

 

④ 

事例名 外国人留学生の国内就職支援に関する協定 

地域 全国 

実施主体 ハローワーク 

協力・連携体制 上智大学、名城大学、立命館大学、福岡大学、西南学院大学 

取り組み内容 外国人留学生の国内就職促進に向けて、「大学」と「ハローワーク」が 「外国人留学

生の国内就職支援に関する協定」という連携協定を締結し、留学早期からその後の就

職・定着に至るまで一貫してサポートする取り組みを実施している。締結先は、上智

大学、名城大学、立命館大学、福岡大学、西南学院大学（令和 5 年度時点）である。 

 

効果・実績 留学生の就職支援に関する連携協定を大学とハローワークが締結したことで、留学

生のハローワークに対する認知度が向上し、留学生のハローワーク利用率が向上し

た。 

また、上智大学が留学生の卒業後の進路状況を把握するなかで、日本語能力の低い既

卒留学生が未就職となることが多い状況が明らかになった。そこで、留学生に対する

就職支援がより一層必要であるという認識の下で、該当する既卒者にハローワーク

新宿を案内するとともに、ハローワーク新宿と上智大学が連携して対応するように

なるなど、留学生個々人の実情を把握したよりきめ細かい就職支援を行うことが可

能となった。 

 

＜協定に基づく取組み例＞（２０２２年度下半期 取組実績） 

【ガイダンス・セミナー関係】 

・モデルカリキュラムを用いた国内就職支援研修(福岡、大阪) ：参加人数延べ 16 名 

・春期ビジネスインターンシップ（福岡）：2 月および３月に概ね１週間実施／参加
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者４名、参加企業２社 

・３月卒業生を対象とした特定活動（就職活動）ガイダンス（大阪）：1 月に開催／

参加者 40 名 

・就職ガイダンス・インターンシップ説明会（名古屋）：10 月、12 月に開催／参加

者２名 

【個別相談・面接会関係】 

・就職個別支援ハイフレックス（東京）：２月までに計 11 日間開催 / 参加人数 33 名

（うち内定者 10 名） 

・合同就職面接会・ミニ面接会（東京）：２月までに計 36 回開催 / 参加人数延べ 799

名参加 

課題・今後の展

開等 

日本の大学などの外国人留学生は、65％が日本国内の就職を希望しているにもかか

わらず、実際の国内就職率は 35％にとどまっている。その原因として、「日本の就職

活動の仕組みがわからない」という、日本特有の就職活動への情報不足が上位の課題

に挙げられており、「留学生用就職情報の充実」の必要性が指摘されている。 

厚生労働省は、今後も協定の締結などを進め、外国人留学生の国内就職促進に取り組

んでいく。 

URL https://www.sophia.ac.jp/assets/uploads/exports/jpn/news/PR/itd24t00000a989l-

att/hallowork_sophia.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/stf/photo/2020/11/ph1105-01.html 

https://www.jasso.go.jp/gakusei/career/event/guidance/__icsFiles/afieldfile/2023/0

6/06/1mnka_ryuugaku.pdf 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000765988.pdf 

https://apj.aidem.co.jp/current/detail/3291.html 

 

⑤ 

事例名 外国人留学生等就職・採用支援事業 

地域 宮崎県 

実施主体 宮崎県 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 宮崎県では、県内企業における外国人留学生の就職を支援することで、県内企業の人

手不足やグローバル展開を担う人材確保に繋げることを目的に、外国人留学生就職・

採用支援事業を実施している。 

 

効果・実績 ＜活動実績例＞ 

・県内企業で働く高度外国人材及び受入企業のインタビュー動画の掲載。 

・「高度外国人材の採用・定着セミナー」等、県内企業向け開催。 

・外国人留学生向け就職相談、企業向け採用相談の受付。 
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・外国人留学生と県内企業のマッチング支援。令和 6 年度外国人材マッチング支援

事業では、ランディングページとして、特設サイト「Work in MIYAGI」を開設。 

・県内の企業にインターンシップや面接に行く留学生に交通費や宿泊費の支援。 

等 

課題・今後の展

開等 

『地方都市の在留外国人から見た多文化共生社会政策の現状と課題』（2023）による

と、宮崎県の多文化共生政策は、次の 3 点が現状として挙げられる。 

1.多文化共生政策は生活支援によるものを中心としており、労働雇用に関する政策が

不足している事。 

2.多文化共生政策は多言語対応によるものを中心としており、日本語能力不足に関す

る政策が不足している事。 

3.多文化共生政策はグローバル化への対応によるものを中心としており、留学生の就

職促進に関する政策が不足している事。 

上記の現状を踏まえた上で、多文化共生を実現するための課題として次の 3 点を挙

げることができる。 

1.労働雇用に関する取り組みの促進。 

2.日本語能力不足に関する取り組みの促進。 

3.留学生の就職支援と情報発信に関する取り組みの促進。 

 

外国人留学生就職・採用支援事業の活動をより周知するとともに留学生向けのセミ

ナーや説明会、勉強会等をより一層充実させていく必要がある。 

URL https://www.pref.miyazaki.lg.jp/rodoseisaku/shigoto/rodo/ryugakusei.html 

https://workinmiyagi.pref.miyagi.jp/ 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ncs/31/0/31_50/_pdf/-char/ja 

 

⑥ 

事例名 特定技能外国人受け入れ支援サービス 

地域 北海道・東北（東京、大阪、埼玉、佐賀にもオフィスあり） 

実施主体 キャリアバンク株式会社 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 キャリアバンク株式会社は、外国人の日本での就職支援、日本企業の外国人受入支援

などに注力している。 

・企業と外国人財のマッチング：外 国 人 採 用 コ ンサ ル テ ィ ン グ か ら 募 集・面 接・

内 定 ま で を ト ー タ ル サ ポ ー ト 。  

・受 入 れ 支 援：入 国 前 研 修 や ビ ジ ネ ス マ ナ ー 研 修 の 実 施 、入 国 後 の 空 港 出

迎 え や 各 種 行 政 手 続 き な ど の サ ポ ー ト 。  

・日 本 語 教 育：グ ル ー プ の 日 本 語 学 校 と 連 携 し 、外 国 人 社 員 の 職 種 や 能 力

に 応 じ た 日 本 語 教 育 を サ ポ ー ト 。  

・職 場 定 着 の 支 援：就 任 後 の 定 期 フ ォ ロ ー や 日 々 の 相 談 対 応 を 通 じ 、外 国
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人 社 員 の 職 場 定 着 を 継 続 サ ポ ー ト 。  

効果・実績 ・運営する日本語学校では、1000 名以上の外国人に日本語教育を実施。外国人紹介

実績は年間 400 人以上。 

・関連企業とのネットワーク力を生かした圧倒的な提案と実務能力で在留資格の取

得をサポート。 

・厚生労働省や自治体など官公庁を中心として、外国人採用支援事業での数多くの実

績あり。（厚生労働省「外国人留学生採用サポート事業」受託(2016 年度～ )、北海

道庁「外国人雇用促進事業」受託（2019 年度～）、宮城県「外国人雇用アシスト業務」

受託（2019 年度～）等） 

・オンライン日本語教育（にほんごバンク）で日本語教育をサポート。就労後も、週

に 1 回、オンラインで日本語の授業を受講できる体制を整えている。実際の日本語

学校が授業内容を監修、講師はすべて日本語教師の有資格者が行うので日本語力の

アップが期待できる。 

課題・今後の展

開等 

外 国 人 の 職 場 定 着 に つ い て 相 談 を す る 自 治 体 が 多 い が 、 地 方 の 企 業 が 懸

念 す べ き 点 は 、 定 着 よ り も 今 後 今 ま で 同 様 に 外 国 人 労 働 者 を 採 用 す る こ

と が で き な く な る の で は な い か と い う こ と で あ る 。  

こ の 10 年 で 技 能 実 習生 の 主 役 は 中 国 か ら ベ ト ナ ム に 変 わ り 、 最 近 は イ ン

ド ネ シ ア が 急 増 し て い る 。 ミ ャ ン マ ー や カ ン ボ ジ ア な ど も 増 え て い る 。

新 興 国 が 力 を つ け て き た と い う よ り 、 中 国 や ベ ト ナ ム か ら の 採 用 が 難 し

く な っ て き た か ら 他 の 国 か ら 採 用 す る よ う に な っ た と い う の が 大 き な 流

れ で あ る 。  

建 設 や 介 護 の 職 種 で は 外 国 人 の 採 用 が 難 し く な っ て き て い る 。 以 前 は 10

代 か ら 20 代 が 中 心 だっ た の に 最 近 は 30 代か ら 40 代 の 人 し か 集ま ら な

い 、 必 要 な 給 与 も ど ん ど ん 高 く な っ て き て い る と い う 話 も よ く 聞 く 。 特

に 地 方 の 企 業 で は 急 速 に 外 国 人 の 採 用 が 難 し く な っ て き て い る 。  

以 前 は 、 技 能 実 習 で は 最 低 賃 金 レ ベ ル の 求 人 さ え あ れ ば 、 中 国 や ベ ト ナ

ム で も 応 募 者 が 殺 到 し た 。 北 海 道 の 最 北 端 で も 離 島 で も 、 職 種 を 問 わ ず

応 募 者 を 集 め る こ と が 出 来 た 。 今 は そ ん な こ と は あ り 得 ず 、 外 国 人 採 用

は 急 速 に 売 り 手 市 場 に な っ て き て お り 、 こ の 影 響 は 地 方 で 深 刻 に 現 れ て

き て い る 。  

売 り 手 市 場 で 人 材 を 採 用 す る た め に は 、 地 方 の 企 業 は 、 賃 金 を 上 げ る 、

自 社 を 魅 力 的 に ア ピ ー ル す る 、 受 入 体 制 を 整 備 す る な ど 、 や る べ き こ と

が 沢 山 あ る 。 ど こ の 国 か ら 採 用 す る の か 、 ど の 在 留 資 格 で 採 用 す る の

か 、 ど の 人 材 会 社 に 採 用 を 依 頼 す る の か 、 採 用 計 画 を し っ か り 立 て る 必

要 も あ る 。 自 治 体 も 、 統 計 か ら 外 国 人 労 働 者 の 流 れ を 分 析 し 、 ど こ の 国

の 人 が 増 え て い る の か 、 特 定 技 能 の 普 及 は 他 地 域 に 比 べ て 遅 れ て い な い

か 、 地 元 企 業 と 特 定 の 監 理 団 体 が 癒 着 し て い な い か 、 な ど 、 ま ず は 現 状

の 把 握 を し な け れ ば な ら な い 。 地 域 の 外 国 人 労 働 者 の 課 題 を 捉 え 、 ど の
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よ う な 支 援 を し 、 ど の よ う な 効 果 を 狙 っ て い く か 、 し っ か り 計 画 を 立 て

る 必 要 が あ る 。  

URL https://www.careerbank-itnl.jp/#home 

https://www.careerbank-itnl.jp/gaikokujinkoyou_ikusei/ 

 

⑦ 

事例名 外国人住民向けの日本語教室 

地域 岡山県総社市 

実施主体 岡山県総社市 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 岡山県総社市には、比較的長く日本に住んでいる南米系の定住外国人が多いのが特

徴だが、行政窓口で日本語を問題なく話すことができる外国人市民はごく少数であ

った。このような状況の中、日本語教室の開講を望む声が多く寄せられるようになっ

た。地域に暮らす外国人市民と直接的に関わる市役所として、責任を持って外国人の

日本語教育施策に取り組む必要性を感じるとともに、地域での日本語教育に関わる

課題等の把握の観点からも、文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事

業を平成 22 年度から受託し、市を実施主体とする日本語 教育事業に取り組むこと

となった。文化庁委託事業としての運営は平成 30 年度で終わり、令和元年度からは

市の財源により事業を継続・運営している。 

総社市は、外国人住民を対象にした「地域でつながる日本語教室」を毎週日曜日に開

催している。総社市版日本語教育カリキュラムにもとづき、日常生活上で役立つ日本

語を学ぶための授業や、ロールプレイによる会話練習などを行っている。この教室に

は、外国人住民の日本語学習を支援する「日本語学習サポーター」の市民が参加し、

住民同士のつながりや交流の場にもなっているという。 

効果・実績 【令和 4 年度日本語教室実績】 

受講者総数 96 人・平均受講者数 15.9 人／回（ブラジル 15 人、中国 2 人、ベトナム

56 人、インドネシア 9 人、ミャンマー4 人、ペルー2 人、フィリピン 2 人、ネパー

ル、タイ、台湾、バングラデシュ、フランス、ウクライナ各 1 人）。 

【令和 5 年度日本語教室実績】 

受講者総数 68 人・平均受講者数 15.1 人／回（ブラジル 14 人、ベトナム 30 人、イ

ンドネシア 13 人、ミャンマー3 人、オーストラリア 2 人、アメリカ 2 人、中国・ペ

ルー・フィリピン・タイ各 1 人）。 

 

市役所内各担当部署・岡山県内 NPO・各種機関・団体との連携し、ごみの分別講習、

交通安全・マナー講習、防災訓練への参加、消防署での消火訓練、病院での診察体験

なども実施している。 

・「地域コミュニティ連携防災訓練事業」（H27～） 

地域に暮らす外国人住民に対し、地域コミュニティ、外国人防災リー ダー、行政が
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連携し、防災訓練へ参加する機会を提供し、外国人住民の立場に立った防災知識の習

得と災害時のより実用的な日本語習得を目指すとともに，日本人住民と日常からの

「顔が見える関係づくり」を行い、情報伝達ができないことによる災害時要支援外国

人住民を減少させるとともに、日本人住民に対して外国人支援意識の向上・啓発を図

ることを目的に実施している。 

・「地域ではぐくむ子育て応援事業」（H27～） 

市内の保育・子育て NPO 法人との連携により、子育て世代の外国人 保護者と子供

を対象に、同世代の親子が集まる交流の場に参加する機会を提供し、育児に関する基

礎的知識、育児用語や学校用語など子育てに関する日本語の習得を目指すとともに、

地域に暮らす住民として子育ての悩みを相談・共有することで、外国人保護者の子育

てに対する不安を緩和・解消し、地域全体で子どもの健やかな成長を見守り、子育て

を応援することを目的に実施している。 

・「地域で働く外国人就労者の日本語教育支援に関する調査研究事業」（H28～H29） 

従来から本市に多く居住しているブラジル・ペルーなどの南米系の外国人就労者に

加え、近年、中国・フィリピン・ベトナム・インドネシアなどアジア諸国の技能実習

生が急速に増加している状況から、外国人住民を雇用している企業と雇用されてい

る外国人就労者に対しヒアリング・アンケート調査を実施し、日本語教育支援の実態

とニーズや課題を明らかにし、今後の企業と行政との連 携・協働の可能性について

検討することを目的に実施。 

課題・今後の展

開等 

今後の日本語教育事業の方向性と、事業主体である本市が担うべき役割は、地域に暮

らす外国人住民が継続的・自律的に日本語学習を行いながら、日本人住民との相互交

流を通して、地域住民同士が繋がる場を提供し、多文化共生への意識啓発・意識醸成

を図りながら、継続的に外国人支援を担っていく人 材の育成と、外国人住民の自立

と社会参加を支援する基盤システムとしての役割を果たすとともに、近隣地域との

相互連携を強化し、有機的な人的交流・情報交換が行える地域間相互ネットワークを

形成することにより、「多文化共生社会を実現できるまちづくり」を可能にする国際

交流と相互理解の中核的拠点として、地域社会に貢献していくことであると考えて

いる。 

URL https://www.city.soja.okayama.jp/data/open/cnt/3/732/1/R6nihongogaiyou.pdf?20

240610102956 

 

⑧ 

事例名 外国人児童の「不就学ゼロ」を目指す適応指導教室「ばら教室 KANI」 

地域 岐阜県可児市 

実施主体 岐阜県可児市 

協力・連携体制 JICA 中部 

取り組み内容 岐阜県可児市は、県内最大規模の工業団地があることや、周辺地域に自動車や家電関

連の製造企業が多くあることで外国人労働者が増えた。フィリピン、ブラジルの国籍
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を持つ人が多い。留学生が日本で就職後、母国にいる家族を日本に呼び寄せた場合、

家族への生活支援も必要となってくる。 

同市では、外国人児童の不就学ゼロを目指した教育支援を行っている。日本語を話す

ことができない外国籍の児童を対象に、就学前の初期適応指導教室「ばら教室 KANI」

を実施。3 カ月程度の期間、日本語や掃除や給食当番など日本の学校ならではの習慣

やルールを習う。日本の生活に慣れる機会を設けた上で、児童の就学を促している。

また、市内の各小・中学校には国際教室があり、外国人児童が日本語や教科の指導を

受けられる仕組みを整えている。国際教室での子どもたちの指導に、JICA 中部が行

う教員向けの研修を活用する教員もいる。 

効果・実績 取り組みとの因果関係を一概に結びつけることはできないが、同市の学校に通う外

国籍の子どもは、平成 26 年の 75.8％から平成 30 年の 89.1％に上昇。日本の高等学

校や大学に進学させたいと希望する家庭も、平成 23 年の 56.8％から平成 30 年の

71.2％へと大幅に上昇している。日本の学校に適応している子どもたちが増えている

様子がうかがえる。 

課題・今後の展

開等 

順調に成果を上げているように見える一方で、令和２年は新型コロナウイルス感染

症の影響もあり、保護者の失職や収入減によって帰国を理由に退学を申し出るケー

スも出てきた。「不就学ゼロの実現には関係機関との連携と、必要な予算確保が欠か

せません。今後も子どもたちが目標を持ち前向きに生きる意欲を持てる“笑顔の学校”

を目指して、様々な機関が連携して子どもたちの学習環境を整備していきたいと考

えています」。と可児市教育委員会 学校教育課 小川隆行さんは話している。 

URL https://jichitai.works/article/details/596 

https://www.jica.go.jp/Resource/publication/mundi/202101/202101_04.html 

 

⑨ 

事例名 防災訓練に外国人住民が参加 

地域 鹿児島県鹿児島市 

実施主体 鹿児島県鹿児島市、公益財団法人鹿児島県国際交流協会 

協力・連携体制 鹿児島県 

取り組み内容 鹿児島県鹿児島市では、県と共催する「桜島火山爆発総合防災訓練」に 2014 年度か

ら外国人住民が参加している。桜島の噴火を想定した大規模な防災訓練で、島外への

避難訓練や避難所運営訓練でのボランティアのほか、外国人に必要な情報を日本語

で収集し、翻訳して発信するための「災害時多言語支援センター」の設置運用訓練な

どを行っている。外国人住民にも避難訓練に参加してもらうことで、災害時に地域の

担い手となって活動する意識を高めることがねらいだ。 

効果・実績 2014 年度の「桜島防災訓練」では、その一環として、公益財団法人鹿児島県国際交

流協会と公益財団法人鹿児島市国際交流財団の共催で、在住外国人を対象に災害に

巻き込まれた際の対応などについて学ぶ「桜島火山爆発総合防災訓練講座」が実施さ

れ、初めて留学生などの在住外国人総勢８か国 111 人が参加した。 
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課題・今後の展

開等 

日本語がわからない外国人のために、活動内容を説明する「多言語表示シート」の作

成と、当日の活用が必要である。 

また、2014 年度の「桜島防災訓練」では、開会式内で実施した地震発生初動訓練で 

「地震が発生しました。身を守る体勢をとって下さい」という放送が流れた際、日本

人参加者全員が頭を守りその場に座るという体勢をとった中で、100 名超の外国人

住民の列だけが立ったままであった。「何故あの人たちは立っていたの？」という気

象庁の方の質問に、①日本語がわからない ②「身を守る体勢」をどうとればよいの

かわからない ③自分が行動しなければならないことがわからない（訓練の経験がな

い）の３点を説明が挙げられた。 

また、参加外国人が多く、通訳者が足りず、通訳なしでは看護師による健康相談や栄

養士による栄養相談が行えなかった。通訳なしでも活動できるよう「多言語指さし会

話集」作成の必要性がある。次年度以降は同会話集を使っての通訳不在でも健康相

談、栄養相談ができるような訓練へと変化した。 

そのほか、豚肉カレーを宗教的理由で食べることができなかった人が多数いた。炊き

出しに宗教食を準備する必要性ハラール勉強会の実施し、次年度以降は、炊き出し食

に一般食・制限食・宗教食の三種が準備されるよう変化した。 

URL https://tassk.org/wp-content/uploads/2019/06/coordinator2018_yunoki.pdf 

https://www.clair.or.jp/j/forum/forum/pdf_309/14_culture01.pdf 

 

⑩ 

事例名 多文化共創担い手育成事業「Roots インターン」 

地域 群馬県 

実施主体 認定特定非営利活動法人カタリバ 

協力・連携体制 群馬県 

取り組み内容 群馬県では、令和 3 年 4 月に施行した「群馬県多文化共生・共創推進条例」に掲げ

る多文化共生・共創社会の実現に向けて、県内企業の外国人材受入環境作りを促進す

るとともに、外国人材に群馬県を「働く場」として選んでもらうため、令和 3 年 6 月

に「群馬県多文化共創カンパニー認証制度」を創設した。外国人材を雇用し、「仲間」

として迎え入れ、ともに活力を創り出すための特に優れた取組を行う事業者を認証

する制度である。 

認証された事例については、外国人材の活躍する様子や事業者の支援の状況等を紹

介する Web コンテンツを県で作成し、県公式 YouTube チャンネル tsulunos や SNS

等により国内外へ広く情報発信している。 

 

次の事項について、ロールモデルとして特にふさわしい取組を行っている事業者を

総合的な観点から評価し、認証している。 

（1）外国人材が企業の新たな価値創造に貢献できる業務を担っている。（例：海外販

路の拡大、商品開発等） 
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（2）外国人材の能力開発の機会を積極的に設けている。（例：大型重機の免許取得や

技能試験合格に向けて支援、帰国後を見据えたキャリア形成への支援等） 

（3）外国人材が日本人に交じり、企業の役職に就いて活躍している。（例：課長や係

長等といった管理職に就いている、外国人材の活躍が日本人社員の意識改革や生産

性向上につながった等） 

（4）その他外国人材の活躍につながる支援を行っている。（例：外国人材に対する充

実した生活支援を行っている。防災訓練や地域行事への参加を促し、地域コミュニテ

ィへの参画を支援等） 

 

認定特定非営利活動法人カタリバでは 2019 年から国籍や生い立ちに関係なく、日本

にいるすべての人に「社会に居場所がある状態をつくる」ことを目指し「Roots プロ

ジェクト」を立ち上げた。 

群馬県は認定特定非営利活動法人カタリバと連携し、外国ルーツの高校生のキャリ

ア形成においてネックとなる「日本社会とつながる困難さ」や「将来をイメージする

機会の少なさ」の解消を図るため、群馬県多文化共創カンパニー認証事業者等で職業

体験を行うインターンシップ「Roots インターン」を 2022 年度に立ち上げ、2023 年

から実施している。具体的には、企業に赴いての 1Day 体験を軸に、約半年間のメン

タリングと高校生自身が設定したキャリア実現への 1 歩「マイアクション」を考え

られるようなプログラムで構成されている。 

外国ルーツの高校生がキャリア実現を目指す中で直面する言語・文化・価値観の違い

で生まれる壁を、職業体験を通じた対話を通して子どもたちと企業がお互いと出会

い、考える場を創出することで、外国ルーツの子どもたちへの認知・理解や、彼らが

日本で働くことへの期待を育むことを目指している。 

効果・実績 群馬県多文化共創カンパニー認証企業：13 事業者を認証（令和 6 年度分含む） 

Roots インターン賛同企業：株式会社 鐵建、株式会社 栄光製作所、有限会社 農園

星ノ環、サイボウズ株式会社、株式会社 ALL C ONNECT、株式会社チョイスホテル

ズジャパン等 

課題・今後の展

開等 

今後の展開としては参加した高校生の追跡調査を行い本プログラムの長期的な効果

を検証することが望まれる。また企業側のメリットも明確にすることでより多くの

企業の参加を促進できるかもしれない。Roots インターンが外国ルーツの高校生のキ

ャリア支援モデルとして確立され全国に展開されることで多様性を尊重する社会の

実現に大きく貢献することが期待される。 

URL https://www.pref.gunma.jp/site/gaikokujinzai/4070.html 

https://www.katariba.or.jp/news/2024/07/19/45247/ 

https://www.katariba.or.jp/news/2024/07/19/45247/ 

https://www.katariba.or.jp/news/2023/08/10/41800/ 

https://xexeq.jp/blogs/media/topics4415#list4 
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⑪ 

事例名 留学生就職支援コンソーシアム SUCCESS 

地域 大阪 

実施主体 関西大学 

協力・連携体制 大阪大学・大阪府立大学・大阪市立大学 

取り組み内容 関西大学では、大阪大学・大阪府立大学・大阪市立大学とともに発起人大学となり、

「留学生就職支援コンソーシアム SUCCESS」を 2022 年春に始動。本コンソーシア

ムは、高度外国人材の育成および国内企業に おける定着促進を目的に、多様な人材

が活躍する次世代の日本社会の実現に寄与する。 

4 大学では、2017 年度文部科学省「留学生就職促進プログラム」に採択された

「SUCCESS-Osaka」において、外国人材のキャリア形成支援事業を展開してきた。

2021 年度を以て同事業の委託期間が終了することに伴い、推進母体である「CARES-

Osaka コンソーシアム」を再編する形で、取組みを継承・発展させている。新コンソ

ーシアムは、国内の高等教育機関で学ぶ外国人留学生の専門性とソフトスキル（異文

化間コミュニケー ション力、計画・調査力、自己管理力等）の育成を産学協働によ

って実現させる。単に内定獲得を目的とするのではなく、持続した就業を前提とした

「キャリア形成支援」の取組みである点が最大の特長である。留学生の活躍が国内企

業の変容とさらなる成長、ひいては次世代の日本社会の形成促進に直結する。 

効果・実績 就職支援集中講座、SDGs ビジネスプランニング講座、ビジネス日本語（BJT）セミ

ナー、10 日間のインターンシップ、Future Design Project などを提供。 

Future Design Project では、留学生が企業でインターンシップに参加するだけでは

なく、課題解決や新規事業開発などをテーマに企業とチームを組み、新しいビジネス

モデルを作り上げる。Future Design Project 2024－外国人留学生による企業の課題

解決発表会では、SDGs 課題解決型長期インターンシップ「Future Design Project」

の成果を参加学生が発表する課題解決発表会を、外国人留学生による社会課題解決 

2DAYS イベントとして、11/11 開催の KANSAI’s Got Talent 2024－外国人留学生

が考える日本企業の課題解決ポスターセッションに続き、11/12 関西大学梅田キャン

パスにて開催。当日は 26 名の発表学生に加え、外国人留学生の採用に関心のある企

業関係者、教育機関関係者等総勢 106 名の参加者を迎え、盛会のうちに終了した。 

課題・今後の展

開等 

まずは「留学生の日本企業との交流機会：1 人 1,000 時間」を目標に、企業との連携

促進（情報交換、イベントの企画、インターンシップの開発等）や、留学生の自己分

析に基づく自己実現力の強化（日本企業の理解促進、自身の適性把握等）に取り組む。

また、従来の 4 大学に加え、国内の高等教育機関に横展開し、より多くの大学の参加

を募る。 

URL https://www.kansai-u.ac.jp/ja/assets/pdf/about/pr/press_release/2021/No42.pdf 

https://www.success1.jp/#sub_about 

https://www.kansai-u.ac.jp/ja/assets/pdf/about/pr/press_release/2024/No30.pdf 

https://digitalpr.jp/r/53386 
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⑫ 

事例名 外国人材の国内定着実現に向けた取組み ～損保ジャパンと新サービス開発へ協業

開始～ 

地域 ― 

実施主体 一般社団法人 Transcend-Learning、損害保険ジャパン株式会社 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 一般社団法人 Transcend-Learning および損害保険ジャパン株式会社は、外国人留学

生および外国人労働者の日本国内での定着を目指した新たなサービスの共同開発・

提供に向けて協業することに 2024 年 10 月に合意した。 

効果・実績 今回 2 社は、外国人労働者の活躍による日本の労働力不足解消を目指し、両社のノ

ウハウを活用した商品・ソリューションの開発に向けて協業を開始した。Transcend-

Learning の外国人留学生および労働者の定着化に関するノウハウとデータを活用

し、損保ジャパンのリスク評価およびサービス提供の強みを組み合わせて、外国人労

働者の活躍推進・定着をサポートする新たな商品・ソリューションの開発を目指す。

これには、医療補償や信用補完のサポート、企業による定着支援などが含まれる。 

今後の展開 Transcend-Learning は、教育に関する事業を通じて、外国人留学生を中心とした世

界中の人材の成長に寄与し、日本全国の幅広い企業と連携して、地域活性化と世界で

の活躍を目指す人材の育成を進めていく。損保ジャパンと Transcend-Learning は、

それぞれの強みを活かし、外国人留学生や労働者とそのご家族が安心・安全・健康に

日本での生活を楽しめるよう、様々なソリューションを提供し続ける。これにより、

外国人材の日本における定着と活躍を促進し、SDGs 目標 8「働きがいも経済成長

も」の達成に貢献する。そして、社会が直面する未来のリスクに対処し、最高品質の

サービスで社会に貢献していく。 

URL https://transcend-learning.org/topics/01.html 

 

⑬ 

事例名 ふくい雇用創出・定着支援事業 

地域 福井県 

実施主体 福井県 

協力・連携体制 PERSOL Global Workforce 株式会社（福井県受託事業者） 

取り組み内容 外国人材の雇用・定着に関する様々な悩み（例：外国人材の採用を検討しているが、

何から始めれば良いか分からない。外国人社員との日本語でのコミュニケーション

に不安や課題感がある。外国人社員の育成にノウハウがなく困っている。等）に対し、

専門家の派遣や各種研修等により総合的な支援を行う。 

令和 6 年度は、福井県内に主たる事業所を有し、下記いずれかにあてはまる事業者

20 社程度を支援する。（募集期間：令和 6 年８月 26 日(月)～令和 6 年 12 月 6 日

(金)） 

112

https://transcend-learning.org/topics/01.html


 
（１）すでに外国人材を雇用している 

（２）令和 6 年度に新たに外国人材雇用を予定または検討している 

 

【支援内容】 

支援企業１社ごとに２５ポイントが付与され、そのポイントの範囲内で各企業が抱

える悩みに応じて下記の支援メニューを組み合わせて利用できる。 

 

効果・実績 PERSOL Global Workforce は、昨年 2023 年（令和 5 年度）「ふくい雇用創出・定着

支援事業」を受託、県内の約 20 社の事業者・外国人材を対象に、外国人材の採用と

定着のための支援した実績を持っている。 

2 年目となる今年は、昨年のノウハウを生かし新たに外国人材の雇用を検討する企業

および昨年に続き外国人材の追加雇用を検討する県内の企業をしっかりサポート、

福井県の人材不足の解消に貢献していく。 

課題 ＜支援を受けた企業が挙げている今後の課題や目標例＞ 

・外国人材採用に関する正しい知識・情報を得て、受入れ・定着できる体制を整えて

いきたい。 

・外国人材だけに限らず、働きやすい環境づくりを目指していきたい。 また、今後

はさらに高度外国人材を採用して、他の外国人材と日本人 従業員の橋渡し的な存在

になってもらいたいと考える。 

・外国人材から「分かりました」と返事があっても、理解していないこともあった。

113



 
外国人材が質問や相談をしやすいような関係づくりをしていきたい。コミュニケー

ションの質を高めることが重要だと考えている。 

・地域住民との交流を増やす機会を作っていきたい。会社内だけではなくて、地域住

民の外国人材への理解を得るためにも、また外国人材が地域の住民と触れ合うこと

で文化・生活マナー等の理解や、日本語力の向上にも繋がると良いと思っている。 

・外国人材が定着できるように、働きやすい環境づくりを整えていくためには、地域

として外国人材の採用・定着しやすい環境づくりに取り組み、外国人材への理解を進

めていくことが重要だと考える。 

URL https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/rousei/kigyoushien/fukui-globalsupport.html 

https://persol-gw.co.jp/news/20240828/ 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/rousei/kigyoushien/fukui-

globalsupport_d/fil/zireisyu_R5.pdf 

 

⑭ 

事例名 一般社団法人 泉佐野市外国就労者サポートセンター 

地域 大阪府 

実施主体 一般社団法人 泉佐野市外国就労者サポートセンター 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 ・雇用者側のニーズに応えるための日本語・スキル等の人材育成、教育研修事業 

・外国人労働者の職業生活、日常・社会生活、日本語学習に対する支援事業 

・外国人の生活に必要な各種契約及び行政手続きにかかる支援事業 

・外国人労働者の職場内における労働環境の整備に向けた支援事業 

・外国人労働者に関するワンストップ相談窓口としての支援事業 

・多文化共生社会の実現に向けた地域との交流支援事業 

・送り出し国との社会的・経済的・文化的関係の交流促進支援事業 

・送り出し国と国内企業との経済連携支援事業（技術移転、企業進出、国際貿易等） 

効果・実績 ― 

課題 ― 

URL https://www.ifos.or.jp/ 

 

⑮ 

事例名 周南公立大学留学生地域定着支援プログラム 

地域 山口県 

実施主体 周南公立大学 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 大学の所在地である山口県、および周南圏域にて就職活動を行うことを推奨し、地域

への長期定着を支援するものである。本プログラムを履修した外国人留学生が、地域
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の多文化共生に貢献するグローカル人材として成長することをめざす。 

 

本プログラムは、「地域に根ざし、地域の問題を地域とともに解決し、地域に愛され、

地域に信頼され、『地域に輝く大学』となる」という大学のビジョンに基づき「地域

を舞台にした教育」「人間力育成」「日本語教育支援」「キャリア支援」の 4 つのカテ

ゴリからなる計 22 科目＋複数の支援制度によって構成されている。 

 

効果・実績 「周南公立大学留学生地域定着支援プログラム」は、文部科学省による「留学生就職

促進教育プログラム認定制度」に認定された。(令和３年度 10 月認定) 

課題 ― 

URL https://www.shunan-u.ac.jp/edu/student_inter/ 

 

⑯ 

事例名 地方自治体向けの外国人介護人材の受入れ・定着支援サービス 

地域 東京都 

実施主体 Zenken 株式会社 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 Zenken 株式会社は、2024 年 11 月より、地域で外国人介護人材の受入れや定着に課

題を抱える地方自治体を対象とした支援サービスを開始した。自治体内の事業者が

外国人介護人材の受入れや定着を促進するためのノウハウ、取り組み事例や成果を

広く共有する。当社は異文化理解の研修や就労環境のガイダンスなどを通じて、外国

人介護人材が地域社会の一員として受入れられ、長く働き続けられる体制づくりを

サポートしていく。 

効果・実績 第一号として、新潟県より「外国人介護人材定着支援研修」業務を受託。 

今後の展開 今後、Zenken は同様のサービスを日本全国の自治体向けに展開し、地域の介護人材
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不足の解消と安定的な介護体制の構築に貢献していく。 

URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000521.000006978.html 

 

⑰ 

事例名 留学生キャリア形成・地域定着プロジェクト「Link KAGAYAKI」 

地域 金沢市 

実施主体 金沢大学 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 金沢大学では、外国人留学生と北陸の企業をつなぐ留学生キャリア形成・地域定着プ

ロジェクト「Link KAGAYAKI」を 2022 年に始動した。高度な専門知識と技術をも

ち、我が国の企業文化に溶け込み、そして地域に根づいて我が国の成長原動力となる

高度職業人材を育成する。外国人留学生と地域の企業との結びつきを強め、さらには

企業の海外展開をはじめとした事業発展につなげ、ひいては北陸地域の活性化と発

展を目指す。 

インターン研究会、合同企業説明会、他大学と合同のキャリアセミナー、ジョブフェ

ア、外国人活用セミナー等の開催、日本就職をした本大学の卒業・修了生の声の掲載

などを行なっている。 

効果・実績 ●2022 年 5 月 30 日、文部科学省「大学の国際化促進フォーラム」事業の採択プロ

ジェクトとして、本学が推進している「地方の国際化と活性化を推進する留学生キャ

リア形成・地域定着促進プロジェクト」のシンポジウムをオンライン開催し、大学、

企業、自治体等の関係者から計 121 名が参加した。シンポジウムでは、外国人留学

生における取組事例の紹介、日本語教育の現状等における共同講演、地域定着のため

のキーファクターの取組について基調講演が行われた。留学生のキャリア形成・地域

定着について情報発信するとともに、本プロジェクトの取組、及び今後の展開につい

て理解いただく大変良い機会となった。 

●2022 年 10 月 27 日に岡山大学「日本留学海外拠点連携推進事業（東南アジア）」

×金沢大学「留学生キャリア形成・地域定着促進プロジェクト『Link KAGAYAKI』」

オンラインセミナーが開催され、本学からさまざまな情報を発信した。当日は多数の

国からオンラインにて約 80 名が参加。セミナーでは「Link KAGAYAKI」での留学

生の就職支援について説明。企業紹介においては YKK 株式会社からグローバル人材

への期待を語っていただいた。そして現在日本の企業で活躍する本学出身者の日本

就職体験談として 3 名から後輩に向けて日本でのキャリア形成を伝えてもらった。

母国との制度や文化の違い、大都市と比較した北陸への留学・就職のメリットなど、

留学・就職志望者が気になる具体的な情報を伝えられた。 

●2022 年 12 月 8 日、金沢市内にて「北陸未来共創フォーラム 留学生キャリア形

成・地域定着促進プロジェクト『Link KAGAYAKI』コンソーシアムキックオフ」を

現地参加、オンライン配信のハイブリッド形式で開催し、企業、経済団体、自治体、

公的機関、大学等から合わせて約 130 名が参加。留学生キャリア形成・地域定着促
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進プロジェクト「Link KAGAYAKI」の事業説明を行った。この「Link KAGAYAKI」

コンソーシアムの取組みが評価され、経済産業省高度外国人材活躍地域コンソーシ

アム第 1 号として選定された。「外国人留学生の地域定着に向けて企業の採用事例」

とし、2 社に、これからの事業展開において留学生に期待し採用に積極的な取組みに

ついて講演いただいた。続いて現在、グローバル人材として活躍している本学の元留

学生２名に、日本の企業で働いてみて感じたこと、そして今後のキャリアビジョンに

ついて講演いただいた。キックオフ閉会後、留学生によるパネル発表が行われ、本学

及び北陸先端科学技術大学院大学、金沢星稜大学、北陸大学、福井大学の学生６名が

「日本で描く 私のキャリア」をテーマにポスター発表。学生の熱のこもった発表に

対し、キックオフ参加者から積極的な質問が飛び交い、参加者は、流ちょうな日本語

で熱心にキャリアの夢を語る留学生との交流を通じて、高度外国人材への理解を深

めた。 

●2022 年 12 月 8 日留学生北陸３県合同企業説明会：企業 25 社が出展、北陸地域の

大学・大学院に在籍する外国人留学生が、約 60 名が参加。 

●2023 年 12 月 7 日（木）、金沢市内にて「北陸未来共創フォーラム 留学生キャリ

ア形成・地域定着促進プロジェクト『Link KAGAYAKI』コンソーシアム 留学生と

企業を”つなぐ”マッチング事例報告」を対面形式で開催し、企業、経済団体、自治体、

公的機関、大学等から合わせて約 80 名が参加した。マッチング事例報告は、留学生

キャリア形成・地域定着促進プロジェクト「Link KAGAYAKI」の令和 5 年度中間報

告を行い、令和 4 年度の活動実績、そして今後の取組みについて報告・説明しまし

た。「留学生インターンシップ事例紹介」として、2 社に、留学生を対象としたイン

ターンシップの実施について詳しく紹介いただいた。実施を通して、学生に学びがあ

ったように、企業にとっても学びと気づきが得られ、次につなげる機会となった。 続

いて、「高度人材の活躍―採用マッチング事例紹介」として、3 社に、実際に留学生

と働くうえでの配慮や、事業や社内への好影響などについて講演いただいた。 

●2023 年 12 月 7 日（木）に開催した「北陸未来共創フォーラム 留学生キャリア

形成・地域定着促進プロジェクト『Link KAGAYAKI』コンソーシアム」において、

留学生パネルプレゼンテーションを同時開催。本学のほか、富山大学、金沢星稜大学、

北陸大学、福井大学から留学生 14 名が参加、「私が日本へ留学した目的、そして私

の将来像」をテーマに、個性あふれる思い思いのポスターを作成し、自身について、

企業や経済団体をはじめとした会場来場者に向け、プレゼンテーションを行った。ど

のプレゼンテーションにも発表した留学生の魅力がたっぷりと詰まっており、個々

の専門スキルや将来への展望など、熱い想いを語ってくれた。パネルの前で企業と留

学生の活気ある交流も見られ、留学生の魅力や将来性が存分に伝わった。 

●2024 年年 3 月 19 日『～魅力発見！つながる・まなぶ～外国人留学生×地域企業 

クロスセッション』を開催。北陸３県の大学、大学院に在籍する外国人留学生を対象

に、企業と留学生の交流会を行った。金沢大学の他、北陸先端科学技術大学院大学、

北陸大学、富山大学、福井大学、福井県立大学、福井工業大学から留学生が参加し、
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北陸 3 県の企業 5 社が参加し、総勢 50 名ほどでの開催となった。企業 5 社による事

業紹介につづき、グループセッションを実施。留学生と企業がテーマに沿って意見を

交わし、双方にとってよい学び、気づきがあったと見られる。通常の企業説明会と違

い、留学生はリラックスして企業と交流できたようであった。 

●2024 年 4 月 30 日『留学生のためのインターンシップガイダンス』を開催。対面

とオンラインのハイブリッド形式で開催し、金沢大学及びプロジェクト「Link 

KAGAYAKI」で連携している福井大学から合わせて約 15 名の外国人留学生が参加。

ガイダンスの前半では、富山県、福井県、石川県及び石川県鉄工機電協会の担当者が、

各機関のイベントや留学生への支援などを紹介。後半では、本学の講師が日本と海外

でのインターンシップの違いや説明会等のイベント活用方法、インターンシップ先

企業の選び方などを説明した。 

●2024 年 9 月 12 日～13 日、外国人留学生が石川県内の企業見学などを通じて地域

の産業・文化を学ぶ「いしかわ金沢学／いしかわ企業見学 CAMP」を開催した。金

沢大学及び文部科学省「留学生就職促進教育プログラム認定制度」において連携して

いる信州大学から合わせて 13 名の留学生が参加。今回は「モノづくりの世界と歴史」

をテーマに、1 日目は県内の製造業 3 社を訪問し、各企業において会社説明の後、工

場やオフィス内を見学した。夕方からは県内企業 3 社の人事担当者を招いて協働ワ

ークショップを実施。「働き手不足が進む日本において、効率の良いモノづくりを実

現するには？」「日本の幸福度を上げるには？」などの課題について、3 グループに

分かれて活発な討論を行った。2 日目は県内の製造業 1 社を訪問した後、金沢市のひ

がし茶屋街を訪れ、石川県の伝統工芸の一つである金沢箔について学び、お箸に金箔

を貼る体験をした。参加した留学生からは、「今回の見学を通じて、中小企業でも自

分の能力をより一層鍛えることができるかもしれないと実感した。」「技術力だけで

なく、従業員の働きやすさを重視した素晴らしい労働環境にも感銘を受けました。」

「ワークショップで異なる専門分野からの意見や考え方を知り、社会や企業で必要

なスキルを理解しました。」といった声が聞かれた。 

課題 北陸新幹線の効果が継続する北陸地域で、企業の求人充足率は低下傾向で深刻な人

手不足が続いており、事業強化を目指して外国人労働者を求める動きが拡大してい

る。北陸の外国人就業者数は増えているが、従業上の地位は総じて低く、大学・大学

院卒の高度職業人材の採用は停滞している。その原因・課題は、留学生の複雑なビジ

ネスシーンに対する処理能力や職場での円滑な人間関係に必要な日本語能力の不

足、企業の文化・習慣の相違などが挙げられる。また、留学生に対して北陸・信州の

地域企業の魅力が十分に伝わっていないことに加えて、地域の外国人受入体制が大

都市圏ほど整っていないことも定着を妨げる一因となっており、留学生就職促進に

係る地域的課題でもある。 

URL https://kagayaki.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

 

⑱ 
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事例名 外国人向けの相談窓口「仙台多文化共生センター」 

地域 宮城県仙台市 

実施主体 仙台市 

協力・連携体制 公益財団法人 仙台観光国際協会国際化事業部（SenTIA） 

取り組み内容 仙台市は、令和元年 6 月に公益財団法人仙台観光国際協会が運営する外国人向けの

相談窓口「仙台多文化共生センター」を開設。外国人住民に対する生活情報の提供を

しており、外国人住民の方が利用できる窓口では、常勤の相談員が英語または中国語

での生活相談が可能。さらに、仙台市内の公共機関窓口などで相談をする際には、三

者間通話による通訳サポート電話、出入国在留管理局や労働局、弁護士会、税理士会、

行政書士会と連携し専門的な相談のサポートもしている。そのほか、外国人住民の暮

らしに役立つ資料を多言語で揃えており、日本語学習テキストなど、図書資料の貸し

出しも行っている。市民による多文化共生の地域づくりや国際活動を支援するため、

市民活動スペースを提供している。 

仙台多文化共生センターは、仙台市からの委託を受け、SenTIA が運営している。 

センターを市内の外国人住民等に知ってもらうため、ポスター、チラシ、SNS 等に

よる周知を図っている。ポスターやチラシは公的機関相談窓口担当者向け・外国人住

民等向けの 2 種類を用意し、市内の関係機関に掲示・配布を依頼している。 

また、センターだけでは対応できない相談を受けた場合は、関係機関 や団体の協力

を得ながら、問題解決に当たっている。例えば、外国人住民から医療関係の相談があ

った場合、（公財）宮城県国際化協会に医療通訳を依頼し協力を得たうえで、相談対

応している。 

効果・実績 令和２年度にセンターに寄せられた外国人住民からの生活等に関する相談件数は

2,147 件であった（下図）。 

近年、相談内容は複雑化・多様化しており、行政、生活、教育・子育て、身の上相談

と外国人住民の暮らしに関するものが上位を占めるが、それら以外についても多岐

にわたっている。 
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課題 利用者は、日本語学校、専門学校、大学に通う留学生や来日間もない家族等が多く、

また、転居や結婚、出産などの節目に困りごとが増え、相談に訪れるケースが多くな

っている。 

URL https://int.sentia-sendai.jp/j/exchange/ 

https://int.sentia-sendai.jp/j/index.php 

 

⑲ 

事例名 夜間学習支援教室「Minami こども教室」 

地域 大阪市中央区 

実施主体 大阪市中央区 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 留学生が日本で就職後、母国にいる家族を日本に呼び寄せた場合、家族への生活支援

も必要となってくる。Minami こども教室がある大阪市中央区は人口に占める外国人

登録者数が高い地域である。区総人口の 8.46％(2020 年 12 月)の外国人住民に加え、

日本国籍を持つ外国ルーツのこどもたちが多数生活している。心斎橋にほど近い大

阪市立南小学校には外国にルーツを持つ児童が多く、新入学生や転入生の中には全

く日本語を話せないこどもも少なくない。また、外国にルーツを持つこどもたちは、

日本語以外にも生活に様々な課題を抱えていることが多い。そんな外国にルーツを

持つこどもたちの学習支援の場であり居場所である Minami こども教室は 2013 年よ

り活動を始めた。 

Minami こども教室実行委員会が夜間学習支援教室「Minami こども教室」を開設し、

外国人家庭の子どもを対象に学校の宿題支援や独自の日本語学習に取り組んでい

る。 
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大阪市中央区は繁華街に近いため、夜間の仕事で生計を立てる家庭やひとり親家庭

が多く、夕方以降に子どもだけで過ごす外国人家庭も多いという背景から設置が決

定された。 

学習支援のほかにも、保護者への生活相談会を実施し、行政手続支援や食料配布、医

療機関への同行支援、在留資格更新の相談など、活動の幅を子どもだけでなくその家

庭にまで拡大している。 

効果・実績 2013 年 8 月：第 1 回 Minami こども教室開催。最初の参加者は小学生 10 名程度。

以後、学習支援の対象を中学生、高校生に拡げ毎週火曜日の活動を継続。 

2020 年 5 月：コロナ禍でこれまで以上に生活が厳しくなった家庭への相談会の開催

や食料支援を開始。 

2021 年：休眠預金活用の資金配分団体による新型コロナウイルス対応緊急支援の助

成事業に採択され、新プロジェクト『Minami ダイバーシティアクション』を始動。 

課題 令和３年度８月現在、Minami こども教室には約 80 人の子供が参加登録されてお

り、その国籍 やルーツはフィリピン、中国、タイ、ブラジル、ルーマニア、韓国、

インドの 7 か国に上る。新型コロナウイルス感染症の拡大以降、生活困窮が地域の

大きな課題となっており、令和 2 年度は 生活相談業務の比重が増え、Minami こど

も教室に参加する子供の保護者やその知り合いからの相談を中心として、生活相談

件数は 400 件を超えた。生活困窮家庭への支援として、生活相談会での行政手続支

援に加え、食料配布、医療機関への同行支援、在留資格更新の相談を行うなど、活動

の幅を子供だけでなくその家庭にまで拡大している。 

独りで夜を過ごす子どもは寂しさのあまり、外を出歩いてしまうことがある。危険と

隣り合わせだが、私たちこども教室だけでは防げない。子どもが安心して過ごせる居

場所のネットワークを地域で強化していくために、気軽に行ける先をいろんな所に

つくり、子どもとつながっていることが大事だ。 

URL https://minami-kodomo.org/ 

https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/feature/CO072076/20240708-

OYTAT50007/ 

 

⑳ 

事例名 外国人向け介護職員初任者研修及び就業支援事業 

地域 横浜市 

実施主体 （公社）横浜市福祉事業経営者会 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 横浜市福祉事業経営者会は、長期にわたる介護分野における労働力不足への対応と

して外国人労働力に期待する一方で、言語の壁に起因する介護技術の理解不足が生

じる懸念があったことから、平成 21 年度から外国人労働者を対象とした介護の実

務研修会等を開催することとした。また、この取組に併せて、雇用者側の理解醸成を

図るために、外国人の雇用に関する介護・福祉事業者向けセミナーを実施した。 
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福祉事業経営者会では、平成 21 年度から県内の外国人住民を対象として、介護の基

礎知識・スキルを証明するための入門資格である「介護職員初任者研修（旧ホームヘ

ルパー2 級養成研修）」のカリキュラムを提供している。外国人を対象とした介護職

員初任者研修には、外国人住民向けと定時制高校に通う外国人高校生等向けの計 2 ク

ラスがあり、必修科目以外に就労支援を含む独自のカリキュラムを用意している。 

外国人労働者向けの研修事業としては、外国籍県民等対象介護職員初任者研修、定時

制在学外国人等高校生向け介護職員初任者研修等がある。なお、研修等のカリキュラ

ムに日本語教育は含まれないことから、介護施設等への就労に必要な日本語が学べ

る日本語講座が別途設けられている。 

研修等の修了者に対しては、就職相談会や県内の介護施設等への紹介を行うマッチ

ング会を実施しているほか、就職後も福祉事業経営者会の職員が就職先を訪問して

修了者の様子を確認し、必要に応じて相談に対応したり助言をしたりすることで、職

場への定着を促している。なお、研修等は福祉事業経営者会が県及び県内市町村から

の委託を受けて、受講料無料で実施している。日本語講座も受講料は無料である。 

また、介護・福祉事業者向けの外国人の雇用に関するセミナーでは、外国人就労の実

態、外国人雇用の基礎知識、職場での接し方等雇用者側が理解しておくべき点を講師

から重点的に説明している。 

研修等は、介護分野で働く意欲のある外国人住民であれば、日本語能力を問わず広く

受講対象としている。日本語講座は、日本語講師と介護施設の職員の協力の下、福祉

事業経営者会が独自に作成したテキストを使用して、介護現場で役立つ日本語を中

心とする実践的な日本語教育を行っている。 

また、就労支援にとどまらず、就職後もサポートすることで定着支援も行っている。

福祉事業経営者会では研修等の修了を控えた受講者と個別に面談を行い、受講者の

性格や希望等を把握した上で就職先の紹介を行っており、受講者の個性を考慮した

きめ細かいサポートとなっている。 

効果・実績 事業を開始した平成 21 年度から令和 2 年度までの 12 年間で、57 か国・約 700 人

の修了者が介護施設等に就職した。 

課題・今後の展

望 

介護分野の人材不足は現在も解消されておらず、日本人のみで働き手を確保するこ

とがますます困難になっているため、福祉事業経営者会では留学生や技能実習生、特

定技能外国人等に対象を拡大し、積極的に介護人材の獲得を図っていくこととして

いる。 

URL http://www.y-hukushijigyo.or.jp/html/kensyu.php 

 

㉑ 

事例名 宮崎－バングラデシュ・スタイル 

地域 宮崎市 

実施主体 宮崎市 

協力・連携体制 JICA、地元 IT 企業、宮崎大学 
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取り組み内容 宮崎市では、地域で不足しているデジタル人材を確保するために、高度な ICT（情

報通信技術）人材を確保するため、JICA、地元 IT 企業、宮崎大学と連携して、バ

ングラデシュ ICT 技術者と市内企業とのマッチングプロジェクト「宮崎－バング

ラデシュ・スタイル」（以前「宮崎－バングラデシュ・モデル」と呼称）に取り組ん

でいる。 

自国で魅力ある働き口が足りないバングラデシュの高度デジタル人材を日本語学

習させ、本市企業に就労させる。  

現地で JICA、宮崎大学が主体として５ヶ月間基礎的な日本語・IT スキル・ビジネ

スマナーを教え（外国人 ICT 技術者人材育成プログラム（B-JET））、来日した後に、

大学での日本語教育及び市内企業へのインターンシップを３ヶ月間実施する（宮崎

－バングラデシュ ICT 人材育成事業（B-MEET)）。 

来日後の教育費用は、彼らの採用を希望する地元 IT 企業が支援し、実際に採用さ

れた際は、市が人材紹介手数料の一部を補助する仕組み。（JICA 事業としては 2020

年に終了し、現在は宮崎大学と現地のノースサウス大学が連携協定を締結し、事業

を承継している。） 

 

・外国人 ICT 技術者人材育成プログラム（B-JET） 

日本での就職を希望する若いバングラデシュ ICT 技術者（以下「バ国技術者」）に

対し、バングラデシュ国内で宮崎大学と現地大学が連携して 5 か月間の日本語教育

等の履修証明プログラム（B-JET Basic Course）を実施し、来日後さらに宮崎大学

で 3 か月間の日本語教育等の履修証明プログラム（B-JET Advanced Course）を実

施。宮崎での 3 か月間は、並行して宮崎の企業へのインターンシップも実施し、プ

ログラム終了後に宮崎の企業へ就職するスキーム。 

・宮崎－バングラデシュ ICT 人材育成事業（B-MEET) 

JICA の草の根事業として本市が提案し、宮崎大学が 2022 年 4 月から事業を実施し

ている。本事業は、バングラデシュ側に日本企業の窓口・受け皿となる人材を育成

すると共にバングラデシュと宮崎、双方の経済交流体制の整備を行い、宮崎の企業

のバングラデシュ進出や新規事業創出の支援などを目的としている。（バングラデ

シュの ICT 企業等に対し日本語・日本文化・ビジネスマナー等の研修や宮崎の企業

が求めるスキル・制度などを理解するセミナーや、宮崎の ICT 企業に対しバングラ

デシュの ICT 企業を理解するセミナーなどを実施予定。） 

効果・実績 この仕組みによって、これまでに 53 人の 高度デジタル人材が市内企業に就労し

た。（令和 5 年 7 月現在） 

本事業を行う中で、バングラデシュの文化や慣習、宗教などの異文化理解に対する

市職員の関心が向上するとともに、交流イベントに自主的に参加するようになって

おり、市とバングラデシュの交流の深まりに寄与している。また、他の自治体や企

業から事業に対しての問合せや視察を受ける機会が増えており、自団体以外への波

及効果も出始めている。 
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課題・今後の展望 バングラデシュには日本企業と仕事をしたい会社がたくさんある。一方、宮崎で就

職したバングラデシュ人の多くは、いずれ帰国して起業したいと考えている。彼ら

は双方の企業の橋渡しができる存在である。お互いの交流を豊かにするべく、中長

期的にヒト・モノ・カネが循環する動きをつくっていく。 

URL https://dx-navi.soumu.go.jp/case/pdfcase006 

https://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/business/location/selling_point/1516.html 

https://jicamagazine.jica.go.jp/article/?id=202302_6f 

 

㉒ 

事例名 理工系外国人留学生紹介の『リュウカツ®』 

地域 東京都 

実施主体 株式会社オリジネーター 

協力・連携体制 MEXT Scholars Association 

取り組み内容 理工系外国人留学生の人材紹介を強みとする株式会社オリジネーターが運営する

「リュウカツ®」は、文部科学省国費留学生協会／MEXT Scholars Association（以

下 MSA）が 2020 年 6 月に開始した国費留学生向け就職支援サービス「レジュメ

バンク」のパートナー企業となり、国費留学生の就職支援を強化。現在、高学歴で

理工系の高い専門性をもつ学生などの選考を活発に行っている。 

文部科学省の国費外国人留学生制度は 1954 年に創設され、毎年 1 万人近い留学生

がこの制度を利用し学んでいる。国際協力への貢献が期待される優秀な人材だが、

日本での就職は、採用情報の不足や日本式の就活に不慣れなことから苦労する人も

少なくない。「リュウカツ®」は、2006 年の事業開始以来、理工系留学生の就職支援

を強みとしており、IT などの高い専門性をもつ留学生を多数マッチングしてきた

実績がある。 

「レジュメバンク」は、データベースに登録すると、MSA のパートナーである就

職エージェントに共有され、各エージェントがもつ求人案件とマッチングされる仕

組みとなっている。今回「リュウカツ®」が「レジュメバンク」と連携することで、

コロナ禍での就活に苦労する国費留学生と、優秀な理工系人材を求める企業とのマ

ッチングを、より強力に推進していく。 

効果・実績 21 卒、22 卒は、コロナ禍における就活となり、外国人留学生だけでなく、日本人

の新卒者にとっても困難なものとなっていたが、メーカーや IT 企業、専門商社な

どの理工系人材については、コロナ禍においても企業の採用意欲は高く、「リュウ

カツ®」への引き合いもほぼ昨年度並みの状況となっている。2020 年 7 月には、「レ

ジュメバンク」スタート前から弊社が選考に関わったインド出身の国費留学生が大

手 IT 企業への内定を獲得している。 

課題・今後の展望 国費留学生は、日本においても英語で単位を取得し卒業するケースが多いため、日

本語力の問題で就職に苦労するケースもあるようだが、「リュウカツ®」のクライア

ントの中には、日本語力にかかわらず英語力と高い専門性があればぜひ採用したい
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という企業も少なくない。今後も「リュウカツ®」の強みを生かし、優秀な国費留学

生が日本にとどまり、将来的に日本との懸け橋になってもらえるよう、就職支援を

進めていく。 

URL https://www.ryugakusei.com/ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000010.000045936.html 

 

㉓ 

事例名 アジア等 IT 人材定着支援協議会 

地域 東京都 

実施主体 一般社団法人コンピュータソフトウェア協会 

協力・連携体制  

取り組み内容 一般社団法人コンピュータソフトウェア協会（略称「CSAJ」）は、日本の IT 人材不

足を解消することを目的に、優秀な海外の IT 人材が活躍できる場を提供し、日本

への定着を促進するため、アジア等 IT 人材定着支援協議会を 2015 年 11 月 17 日

に設立した。協議会は、2015 年 6 月 30 日閣議決定された『日本再興戦略』改訂版

2015 の「IT 分野における外国人材の活躍促進」とする施策の一環として、政府の

目標である“2020 年には、情報通信業に従事する外国人 IT 人材を 3 万人（現状）

から 6 万人へ倍増すること”の実現に向け活動。 

優秀な海外 IT 人材確保のため、政府の支援により相手国の IT 大学との協議を実

施。また、日本企業への就職支援の一環として、日本語によるコミュニケーション

能力を高めるため、日本語学校と連携し、留学支援を実施。さらに、日本での生活

環境においては、キャリアバイト（インターンシップ）を実施、就職支援のための

マッチング DB を構築し、マッチングイベントも実施。 

効果・実績（予定） ・初年度（2015 年 3 月まで） 

国内ニーズ調査を開始、国内企業の IT 人材の不足状況の把握と外国人採用のニー

ズ調査、さらには日本語教育必要性と留学期間におけるプログラミング等のキャリ

アバイト（インターンシップ）の提供などについて調査をスタートさせる。また、

現在日本にいる留学生の IT 企業への採用について、日本語学校と協力して就職支

援をサポートしていく。さらに課題を抽出し、今後解決すべき事項を政府に提言し

て行く予定。 

・2016 年度以降 

留学・就職支援事業を本格的に開始するため、 定着支援センターを設置し、イン

ド、ベトナムをはじめとして海外 IT 大学との連携を始め、日本に興味のある学生

の調査を開始。順次対象国をインドネシア、ミャンマーなどと増やしていく。 ま

た、海外 IT 人材と国内企業の直接的コミュニケーションを可能にするマッチング

データベースを構築するとともに、IT 専門日本語教材も必要に応じて制作をして

いく。 

課題・今後の展望 政府の目標「2020 年には、情報通信業に従事する外国人 IT 人材を 3 万人(現状)か
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ら 6 万人へ倍増すること」の実現に向け、活動を行っていた。 

現在の活動については不明。 

URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000017.000013310.html 

https://news.mynavi.jp/article/20151125-a055/ 

https://www.saj.or.jp/ 

 

㉔ 

事例名 事業者団体と県の共同による外国人介護人材のマッチングから定着等の一貫支援

の実施 

地域 滋賀県 

実施主体 滋賀県国際介護・福祉人材センター 

協力・連携体制 滋賀県 

取り組み内容 高齢化と同時に生産年齢人口が減少していくことを踏まえ、人材確保対策の一つと

して外国人介護人材の受入施策を検討するため、関係団体等からなる「滋賀県介護

職員人材育成・確保対策連絡協議会」の部会として、令和元年度に「外国人介護人

材参入促進検討部会」を設置。 「どこの監理団体が良いのか分からない」「費用面

が課題」等の事業者の声を受け、様々な検討の結果、県内事業者団体・職能団体等

の合意のもと、事業者団体と県の共同事業として、令和２年４月に「滋賀県国際介

護・福祉人材センター」を創設。事業者団体が技能実習制度の監理団体を創設し、

特定技能・留学を通じたマッチング支援については、県事業として同団体に委託す

ることで、３つの在留資格を通じた外国人介護人材の受入れを総合的に支援する。

令和４年度からは、介護技術・日本語能力の向上に係る研修や外国人介護職員同士

の交流事業など、センターに育成・定着支援機能を付加することで、外国人介護人

材の円滑かつ適正な受入れから育成・定着までの一貫した支援体制の構築を目指

す。 

 

効果・実績 令和５年６月時点で、センターを通じて 47 名 （技能実習生含む）の外国人介護人

材が県内事業 所で就労中。 

令和４年度の研修事業実績については、 
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・受入れ施設指導者研修：『受入対応研修』参加者 18 名、『指導担当者研修』参加

者 26 名 

・外国人介護職員フォローアップ研修：『日本における介護とは』参加者 69 名、『認

知症の理解、介護技術』参加者 72 名、『介護の日本語』参加者 54 名等 

課題・今後の展望  

URL https://global-kaigo.or.jp/wp-content/uploads/document_yoshida_20240316.pdf 

 

 

 

㉕ 

事例名 外国人介護人材受入事業所への巡回相談や研修交流会の実施等のメンタルヘルス

ケア 

地域 静岡県 

実施主体 静岡県 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 県内では介護職員の慢性的な不足の解消が喫緊の課題であり、外国人介護人材の受

入れ支援に取り組んできた結果、県内で働く外国人介護職員数は年々増加してい

る。しかし、外国人介護職員に対するアンケート等から、職場で働く上で、様々な

課題があることを把握した。（異国で働く不安、孤立感、言語・文化の違い等につい

て問題を感じているがなかなか相談しにくい状況。）本県で安心して長く働き続け

られるため、本人が抱える不安・悩みに対するサポート環境整備が必要と判断し、

外国人介護人材の定着支援のため、外国人介護人材サポートセンター事業として、

地域医療介護総合確保基金を活用し、外国人介護人材を受け入れる事業所への巡回

相談や研修交流会を開催し、生活相談等のメンタルヘルスケア等に取り組んでい

る。 

＜巡回相談＞ 

①相談員が介護事業所を訪問 

②外国人職員本人から仕事及び生活上の不安や悩みの聞き取り 

③②を受けて必要なアドバイスを行う 

＜研修交流会＞ 

同じ国籍の職員を集め、仲間づくりができる研修交流会を開催 

テーマ例：日本の介護に関する現状・文化及び生活習慣等への理解を深める・介護

の資格をとるには 

効果・実績 巡回相談：75 人（53 事業所）実施（令和４年度） 

研修交流会：16 回開催・延べ 132 人が参加（令和４年度） 

※フィリピン・ベトナム・インドネシア中国・ミャンマーを対象国として実施。 

＜研修交流会参加者アンケートの主な内容＞ 

・もっと日本語や介護の勉強を頑張りたい。 
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・介護についていろんなわからないことがわかった。 

・新しい友達ともお話できて楽しかった。 

・同じ国の友達と色々話せて楽しかった。 

・頑張って介護の資格を取りたい。 

・先生の話を聞いて、未来のことを考えた。 

課題・今後の展望  

URL https://global-kaigo.or.jp/wp-content/uploads/document_yoshida_20240316.pdf 

 

㉖ 

事例名 受入支援セミナーや受入に役立つガイドブック作成等の事業所等への受入支援 

地域 広島県 

実施主体 広島県 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 広島県では、外国人介護人材の定着支援のため、関係団体により構成される外国人

介護人材活用適正化推進委員会を設置し、外国人介護人材の受入事業者を対象とし

たセミナーの開催や、事例等をまとめた受入に役立つガイドブックを作成してい

る。 

＜受入支援セミナー＞ 

外国人介護人材の受入を検討している事業者等を対象に、制度理解促進や事例共有

等を目的としたセミナーを開催 

＜受入ガイドブック＞ 

県内の受入れ事例（31 事業所）や、仕事面・生活面・言語面での支援など 外国人

介護人材受入れのためのノウハウをまとめたガイドブックを作成 

 

効果・実績 ・受入支援セミナー：令和４年度は３回実施 

・受入ガイドブック：令和３年３月発行、令和４年３月・令和５年３月改訂（受入

事例追加） 

課題・今後の展望  

URL https://global-kaigo.or.jp/wp-content/uploads/document_yoshida_20240316.pdf 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/54/gaikokukaigo.html 

 

㉗ 

128

https://global-kaigo.or.jp/wp-content/uploads/document_yoshida_20240316.pdf
https://global-kaigo.or.jp/wp-content/uploads/document_yoshida_20240316.pdf
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/54/gaikokukaigo.html


 
事例名 自動車整備事業者が外国人材を採用するための支援サービスを開始 

地域 大阪府 

実施主体 ビズピット株式会社 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 車載アフターサービスプラットフォームの実現を目指すビズピット株式会社は、自

動車整備事業者が外国人材を採用するための支援サービスを開始した。 

技能実習制度はコミュニケーションコストがかかり、最長 5 年までしか雇い入れる

ことができないが、平均年齢が上昇し、担い手が少なくなってきている日本の自動

車整備業界では有効な人材確保の手段である。自動車整備事業者側が技能実習制度

をより有意義なものとして享受するには、将来的な人材不足への対策や、海外での

事業展開などを見据えて外国人材との関係構築を行うことが望ましい。ビズピット

株式会社でも、海外メンバーとの協業経験やパートナーを含めた海外人脈を活か

し、自動車整備事業者が外国人材を採用するためのサポートを行う。 

効果・実績 ― 

課題・今後の展望 ― 

URL https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000063448.html 

 

㉘ 

事例名 外国人材向け自動車整備分野の教材 

地域 中部地方 

実施主体 JICA（中部） 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 外国人材の人数が拡大している中、JICA では、責任ある外国人材受入れの取り組

みの一環として、特に来日したばかりで日本語能力が限られている技能実習生向け

に教材を作成した。 

・自動車安全衛生教材 

本書は、1）自動車整備の仕事の意義、2）日本人との働き方・コミュニケーション

の取り方の注意点、3）自動車整備に関する用語集、4）自動車整備に関する安全衛

生等などをまとめたもの。日本語のほか、クメール語（カンボジア）、英語、ベトナ

ム語、ミャンマー語、ロシア語版がある。日本語版は、来日して間もない日本語が

不自由な外国人材にも読みやすいように、漢字、カタカナにルビを振り、日本語の

理解を促進する作りとしており、受入れ事業者等にも、助言・指導のために活用い

ただくことを想定している。さらに自動車整備技能実習ガイドライン（国土交通省

作成）の内容に準拠し、安全衛生の重要性について記載した第 4 章については、実

際の現場において外国人材と日本人の双方が内容についてコミュケーションがで

きるように日本語と外国語の対訳版を別冊として用意してある。自動車安全衛生教

材（普通乗用車）版の補完として、バス・大型トラックの整備作業をする上で必要

となる安全衛生に関する情報をまとめた教材も作成。 
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・外国人材向け自動車整備基礎教材 「自動車整備の日本語」 

・自動車整備資格過去問 

外国人材の方々が日本で働くうえで重要になる「自動車整備資格」のひらがなのル

ビ付き過去問題を掲載。各問題は無料でダウンロード出来る。 

効果・実績 ― 

課題・今後の展望 日本の自動車整備分野で働く外国人材とその関係者に向けた自動車整備技能を学

び・教えるための統一された教材は、まだ十分に整備されていない。これは、外国

人材がキャリアアップを目指し、自動車整備技能を自主的に学ぶにあたっての課題

の一つとなっている。 

URL https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/mechanic/health_safety_text/ind

ex.html 

https://www.jica.go.jp/domestic/chubu/information/topics/2024/1537174_52346.

html 

 

㉙ 

事例名 外国人自動車整備要員紹介事業で、初めての契約を締結 

地域 愛知県 

実施主体 株式会社ナルネットコミュニケーションズ 

協力・連携体制 株式会社ジャステック 

取り組み内容 自動車メンテナンス受託管理のリーディング・プレイヤーである株式会社ナルネッ

トコミュニケーションズは、自動車整備業界における外国人材紹介サービスを展開

している。その初の例となる契約が 2021 年 9 月に締結された。 

自動車整備工場では整備要員の不足および高齢化という問題が顕著になっている。

2019 年～2023 年に延べ約 13,000 人の人材不足が見込まれ、法務省によれば、こ

のうち約 7,000 人を外国人で対処する計画である。ナルネットコミュニケーション

ズは外国人材サービスを得意分野とする企業 3 社と業務提携し、人材不足に悩む自

動車整備業界に外国人を主とした人材サービスを提供している。 

効果・実績 第一号人材は、ナルネットコミュニケーションズが業務提携する外国人材サービス

「株式会社ジャステック」からの紹介で、兵庫県神戸市の「土居自動車工業株式会

社」に 2021 年 6 月から在籍している日系ブラジル人、エノモト・ラファエル・ユ

スケさん（19 歳）。「2017 年に来日し、コンビニエンスストアなどでアルバイトを

していました。自分の日本語能力に自信はありませんでしたが、もともとクルマに

興味を持っていて、ぜひクルマにかかわる仕事に就きたいと思っていましたから、

応募に迷いはありませんでした」と、エノモトさんは意欲を見せている。採用を担

当した土居自動車工業の今井勝雄会長は次のように述べている。「ベトナム人の技

能実習生を 2 人受け入れたが、今年度いっぱいで 3 年間の実習期間が終了し、彼ら

はベトナムに帰国してしまう。両者とも非常に真面目に働いてくれていることもあ

り、いなくなると業務に支障が出る可能性がありますし、日本人の採用は簡単では
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ないことから、戦力を補充する目的でエノモトくんを採用しました」 

エノモト・ラファエル・ユスケさんは現在「3 級自動車整備士」の資格取得を目指

して業務に励んでいる。 

課題・今後の展望 ナルネットコミュニケーションズは、外国人整備要員の働きやすさ、及び受け入れ

側の態勢作りに注力し、自動車整備業界を支援していく。 

URL https://nal-

mt.co.jp/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E8%87%AA%E5%8B%95

%E8%BB%8A%E6%95%B4%E5%82%99%E8%A6%81%E5%93%A1%E7%B4%

B9%E4%BB%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%A7%E3%80%81%E5%

88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E3%81%AE%E5%A5%91%E7%B4%84/ 

 

㉚ 

事例名 外国人介護人材雇用支援事業 

地域 川崎市 

実施主体 川崎市 

協力・連携体制 ― 

取り組み内容 川崎市では、介護人材不足の解消を目的として「外国人介護人材雇用支援事業」を

2019 年から進めている。 

当該事業の中で、令和 5 年度にベトナムの大学と覚書を締結し、当該大学の看護学

生をインターンシップとして受け入れを実施している。インターンシップ生は、卒

業後は、特定技能制度で再入国する予定である。 

効果・実績 ・第 1 期インターンシップ 

2024 年６月 27 日、14 名の国立タイグエン医療短期大学の看護学生が 4 か月のイ

ンターンシップを修了した。6 法人、10 事業所で実地研修を行った。 

・第 2 期インターンシップ 

2025 年 2 月 17 日（月）～6 月 30 日（月）に国立タイグエン医療短期大学 3 年制

看護学生 3 年生 6 名～8 名がインターンシップ実施予定。 

課題・今後の展望 インターンシップ生は、終了後、一度帰国するが、市内介護施設の仕事を体験して

もらい、将来の就職先として意識してもらう取り組みである。 

URL https://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000168782.html 

https://www.city.kawasaki.jp/350/cmsfiles/contents/0000168/168736/2-

1_(keikakusuisinn)kaigojinnzaikakuho.pdf 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC2932X0Z20C24A2000000/ 
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https://nal-mt.co.jp/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E6%95%B4%E5%82%99%E8%A6%81%E5%93%A1%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%A7%E3%80%81%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E3%81%AE%E5%A5%91%E7%B4%84/
https://nal-mt.co.jp/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E6%95%B4%E5%82%99%E8%A6%81%E5%93%A1%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%A7%E3%80%81%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E3%81%AE%E5%A5%91%E7%B4%84/
https://nal-mt.co.jp/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E6%95%B4%E5%82%99%E8%A6%81%E5%93%A1%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%A7%E3%80%81%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E3%81%AE%E5%A5%91%E7%B4%84/
https://nal-mt.co.jp/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E6%95%B4%E5%82%99%E8%A6%81%E5%93%A1%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%A7%E3%80%81%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E3%81%AE%E5%A5%91%E7%B4%84/
https://nal-mt.co.jp/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E6%95%B4%E5%82%99%E8%A6%81%E5%93%A1%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%A7%E3%80%81%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E3%81%AE%E5%A5%91%E7%B4%84/
https://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000168782.html
https://www.city.kawasaki.jp/350/cmsfiles/contents/0000168/168736/2-1_(keikakusuisinn)kaigojinnzaikakuho.pdf
https://www.city.kawasaki.jp/350/cmsfiles/contents/0000168/168736/2-1_(keikakusuisinn)kaigojinnzaikakuho.pdf
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC2932X0Z20C24A2000000/
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10. 宮崎福祉医療カレッジパンフレット 

（ベトナム語版） 
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11. 介護キャリア教材試作スライド 
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